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京都大学防災研究所所長 石 藤次郎

とその応用研究を行なうことを目的として，昭和初年に訪災研究所が京都大学に

附置せられてからすでに満15年を経過した．当初は 3研究部門をもって発足し，工学および理

学の総合的立場から，災害現象の実態把握，災害の予知および防災技術の科学的研究に讃極的

な努力を重ねてきたが，本学および政府当局の努力，全国訪災関諸機関の協力ならびに菌民各

位の支持によって，次第に拡充整備せられて今司に至っている．現在は地震動，地かく変動，

地震予知計測，耐震構造，地盤震害，災害気候，水文学，砂防，潤JII災害，内水災害，海岸災

地盤災害，地形土じよう，地すべり，耐風構造の15訴究部門を有し，附属施設として

JI I水理実験所，桜島火山観測所，鳥取微小地震観測所，上宝地殻変動観測所，白浜海象観測

所，潮岬鼠力実験所を設置し，所員数は研究者70名，補助者66名合計136名となっている。

わが国の災害は依然として跡を絶たず，連年大きい損害を与えている．国土は長年にわたり

われわれの祖先が車と汗をもって築いた生産施設であって，きわめて複雑な様相を呈している

が，最近の技術革命に即応して，甚だしい変貌を来たし，多くの問題をはらんでいる．この国

土をまもり，人命を保護し，生産基盤を確保して，わが関の経済成長と国民福祉の増進を期す

るためには， いし訪災科学の飛躍的発展にまっところがきわめて多く，防災研究所

いよいよ重大なるを痛感する次第である．

防災研究所ではさきに創立十周年にあたって十年史を編集してそれま

しているが，その後今司まで関係方面の絶大なる支援と協力とによって絶えず成長をつ

づけ大きな変貌をとげてきた．ここに，その過程を記録して感謝の念を新たにするとともに，

将来の新たな発展の礎としたいと願って十五周年小史を縞集した次第である．
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防災研究所は本年4月 1Bをもって創立15周年を迎えました．過 ありま

すが，四顧すればわたくしには永遠であり，研究所としては史的価値を創造した年月でありま

した．わたくしはその吾をもって定年退官いたしましたが，創立の際に教授となり，所長とし

て退官するまで研究所の発展と共に15年の歳月を歩んだことに無限の喜びと光栄を感じます．

できたのは昨日のような気がいたしますが，それからの 5年はまことにあわた

だしく，また変化に富んで，いわば， 10年の冬に耐えて春を迎え，一時に花が開いた時間とも

思えます．この時期に 2度告の所長を勤め，創立当初の理念が多く実現しましたことは全く

の賜物と感銘しております．とくに災害気候部門が本年度から発足できることに

なりましたのは，おそきに失したとはいえ， したものと，

ひそかに先生の墓前に報告申し上げました．

近年，気候の異和が尽につき，昨年などは天明以来の不和と騒がれましたが，幸いにして大

いたらずに経過いたし主しことは，科学技術の進歩とこれに伴なう災害対策の整備による

ものと思い，文明の進歩を謡歌するものであります．しかし，短期間に経過する現象に対して

自途がついたとはいえ，長期にわたって徐々に進行しきたる変動に対しては，われわ

れは全く無訪備であるとさえいえます．これに対しては，断えざる研究の努力と共に，長期に

わたる変動の監視が必要であります.IHD (International Hydrological Decade）や WWW

(World ＼九TeatherWatch）や GARF(Global Atmospheric Research Project）などはその

国際的例であり，また今日の霞際的傾向でもあります．わたくしは，すでiこ残り少なくなった

生命の灯がその最後の光輝を残す瞬間まで勉学を続けたいと願っております．

最後に，防災研究所各位の御建康をお祝いいたしますと共に， i坊災研究所が今後ますますそ

の威力を発揮して社会人類の期待に応えられんことをお祈りいたします．
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桜島火山観測所

磁式地震計



0 

" 

桜島火山観測所

友Y

分布図

桜島観測室

1田＇ 131' 



鳥取微小地 観測所



宝地殻変動観測所

図

館および観測ドーム



所

阿武山地震観測所

d
H
H
H
d
 

m共、；観動万R
5之島殻・出i」

K ！こ さ在 D 伝言主総

1 毅l 食 9 ；よ；療

2 赤谷 10 Ll: I占

3 伊豆長！持 ll 紀州

,! 14, f;l,j 12 4務ノ鈎：

5 J己小屋 l:l rl1 .& 

G お食 [.j 大 i,IJ

7 l二 'ti& l;'i ＂主聖 f
8 )f0 T- l(i 燦終

Y rl1良検s務所

。

~ 布.c.. 
)j 

屯鶴l場地殻変動観測所入口

観測室内部（屯鶴，，牟〉



地殻変動国際 共同観測

75• 

<Lima I PERU 

212..t ~co. 
＼ム九13

IS一一一－21斗

分 布 図

Ayanquera観測室遠景



白浜海象 観測所

f立 国

観 、調 塔



潮岬風力 験所



穂高砂訪観測所

位置霞i

測所本館



日次

発刊 の

i塁

活原藤次郎

速水顕一郎

ーム

1

i

1

i

山

h
d

に
d

n

y

つω
d

斗
A

d

生

q
J

に
iv

に

リ

に

υ

設施

…

…

…

…

…

3

…

…

…

…

動

…

…

び

…

…

…

…

…

ぁ

…

…

…

…

活

よ

説

…

…

…

一

一

の

一

一

一

…

究

ぉ

…

…

…

濯

物

遷

遷

遷

…

研

鞠

品

開

革

遷

変

柑

変

変

変

定

、

び

門

問

実

趣

変

の

よ

の

の

の

し

部

前

也

の

の

構

駄

員

算

員

規

恥

動

翻

土

総

立

織

機

土

定

予

職

組

震

パ

の

設

治

組

。

の

の

心

の

宅

地

協

所

章

．

．

（

（

（

（

（

－

章

究

1

1

2

3

4

2

1

2

研

第

3. 

4.耐

．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・27

部門．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．昏．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ー・・ー.................29 

5. 地盤震害部門 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・引

6. 水 文 学 部 門 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・位

7. 砂 防 部 門 ・……・・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・昏・・・・・・・・・・・・・・・・・・部

8. 荷 J11 災害 部門 ・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・弘

9. 内水災害部門 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー...................・・・・・・・・・・・・・・・ー....お

10. 海岸災害部門 …・..................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・e・・・・・ダ

11. 地盤災害部門 …・.............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・部

12. 地形土じよ う災害部門 …－…・・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e剖

13. 地すべ り部門 －…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・位

14. 耐風構造部門 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・4

15. 災害気候部 門 ・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

16. 附麗宇治）1171'理実験所 ....・ H ・ー...........................................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・必

17. 開属桜島火山観測所....・ H ・－…....・ H ・－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・紛



18. 附属鳥取微小地震観測所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叩

19. 附麗上宝地殻変動観測所 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・引

20. 附罵白浜海象観測所・……・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・信

21. 附篇潮岬風力実験所・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・団

第 3章研究所刊行物・

1. Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute ...・ H ・－－－－－－－－－－－－－……・・・・・…・…・55

2. 記 念 論 文 集 ....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叩

3. 防災研究所年報 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仰

参 考 資 料・・… ・…・・・・・・・…… H ・H ・....・ H ・－……...・ H ・－－－－…・……・・・…・… H ・H ・－……・…69

1. 財団法人防災研究協会....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仰

(1) 設 立 の 経 過 ....・ H ・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仰

(2) 事 業 の 概 要 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・悌

(3）諸規定・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．刊



1 

第 1 総 説

1.設 立の趣

昭和24年，防災研究所新設の機運が濃摩となったとき作られた

る．

つぎのようであ

防災 W"" 
プし 趣

洪水， よのーにして

る．吉来災害の復旧および救済ならびに予訪，

る政務のーにして従来政府のこれに力を尽したること非常に大なるものあるも

！日にのみ追われ，予防，軽減施設には充分の対策を講じ得られざる犠あり．

の見地よりするも，災害予防，軽減方策に力を注がんか災害の損耗をプミいに減少し得る

り．殊に戦後限られたる資源にて国の再建を間らざるを得ざる現時においては災害の防止いよ

いよその必要性加重せらる．

惟うに災害に越するの途はその種類に応じ，専門の調査研究を必要とすることは勿論なるも

近時あまり分化し過ぎ，その間に総合統ーを欠き，却って大局を失なう嫌あり．

おいては思いをここに致し，関係諸学一体となり，総合研究体制高然科学の一斑とし

て災害防止の共同研究をなし，既に多少の成果を挙げたり．市して研究ますます多きを加え，

とする部門また多く，本学従来の陣容を以ってしては，今

る災害の予防軽減方策樹立に応ずること至難なるを以って，新たに紡災研

し，以って各種災害のi功止に貢献せんとす．

2.沿革

ら昭和38年 8月までの治革は防災研究所10年史

にとどめ，それ以後の沿革を詳細に述べることにする．

昭和26.3.31 法律第84号により京都大学に防災研究所拘置される．

｛第 1部門

研究部門｛第 2部門（水害防禦の総合的訴究〉

i第 3部門〈震害虫害など防禦軽減む総合的研究〉

られているので，簡略

27. 3 結核研究所所震の中書島研究所を防災研究所が引き継ぐこと

JI I 7J＇－理実験所と改名される．

宇治J11水理実験所において水害訪止に関する

和28,29, 30年度入

し，

28年慶 まる〈昭
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31年度

31. 9 

31.11.30 

32.11. 9 

33年度

33. 4.30 

33.11. 1 

14年度

34.11. 7 

35.12.26 

36. 3.25 

36年度

36. 6 

36. 8.28 

36.10. 5 

36.11.25 

36.11.27 

37. 3.31 

37. 4. 1 

37年度

第 1章総 説

特殊研究により桜島火山観測が始まる（以後3年間〉．

創立 5周年記念事業を行なう．

創立 5周年記念論文集を発行する．

1図研究発表講演会を楽友会館において開催する．

文部省令第13号により，地殻変動部門が設置される．

協議員会にて防災研究所の宇治移転が発議される．

第2図研究発表講演会が開催される．

文部省令第 9号により，地すべり部門が設置される．

特別事業：活火山観測，地球物理観測，LG. Y.資料センターおよび資料整理．

第 3田研究発表講演会が開催される．

文部省令36年第 1号・により水文学研究部門および桜島火山観測所が設置され

る．

白浜海洋観測塔が設置される．

文部省令第15号により海岸災害紡止部門および酎風構造部門が設置される．

防災科学研究事業：構造物に作用する風力測定事業，海岸津波の予知事業．

宇治分校跡へ移転が決定し，建物模様替修稽の予算が配当される．

金多助教授 ソ

における

岸本助教授

る国際シンポジウムに出席およ

ため出張（昭和39年10月19日まで〉．

よび地殻物理学に関する研究ならびに地殻変動研究調

査のためカナダ国立科学研究所へ出張する〈昭和38年9月9日まで〉．

10周年記念式典が挙行される．

10周年記念研究発表講演会が開催される．

潮岬風力観測所が設置される．

文部省令第17号により地盤災害防止研究部門が設寵される．

高速風洞水槽の維持運営費が予算化される．

微小地震観測設備費および構造物に作用する風力測定設備費が配当される，

宇治工作場整備のため工作機械の購入費が配当される．

機関研究：洪水流実験装置，地下水実験装置．

37. 9.27 石崎教授 南風工学上の研究調査ならびに殻構造に関する国際会議出席のた

め，米国および連合王霞に出張する（昭和37年11月17日まで〉．

37 .10. 1 三雲助教授 地震発震機構の研究ならびに微小地震の活動度調査のため米国

に出張する（昭和39年 9月27司まで〉．

37 .11. 2 岩塩教授 国際海岸工学会議出席ならびに海岸工学および水理学の調査研究

のため，米国と南米 4か国に出張する（昭和37年12月17日までに



2. 3 

37.11.26 〈安〉教授水理学および流体力学に関する らびに水文学の

37.12. 1 で 入第 6

38. 4. 1 

ため，オーストラリヤ飽3か閣に出張する（昭和37年12月29巨ま

される．

よび内水災害訪止研究部

される．

の誹究所の研究部門に関する省令（39年文部 4 

により研究部門の名称の一部が次のよう された．

を「地震動J に， 「水害防止の総合的」を「河

風災，火災および需’災紡止軽減の総合的J を

に， f地殻変動J を「地かく変動J に， 日色すべり学J を「地すべり

子zア、ー， i海岸災害訪止J を J ~7' 」，

に， を じよう に， を

にそれぞれ改める．

される．

される．

さflる．

テーター

38. 8.31 欧州における

のため， フランス，オーストリヤに る（昭和38年 2月30日

まで〉．

38. 9. 3 らびにラジオアンテナ る風力

およびカナダに る（昭和38年 9月21日

38.11.30 

まで〉．

7 

38.12.24 金多助教援

ポジウム出席のため，

まで〉．

39. 3.27 村山教授

ンポジウム

30日まで〉．

39‘ ι1  文部省令第10号，

される．

される．

ならびに第2回パンアメリカ シン

4か国に る（昭和39年 2月 1B 

らびに土のレオロジー る

ため，フランス，他 5か国に る〈昭和39年 5月

ハノよ

される．

されるばか年
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計画〉．

内水災害の予知および防止軽減対策に関する研究〈特殊研究〉

るばか年計冨〉．

新潟地震の調査研究費が配当される．

39. 4. 2 小堀教授 地震工学の研究調査ならびにイランにおけるユネスコ

され

セミナーに講師として出需のため，イラン，フランスに出張する（昭和39年

5月11日まで〉．

39. 6. 11 芦田助教授 水理学および河川訪災科学に関する研究調査ならびに流体力学

に関する夏期セミナーに出席のため，米国，カナダに出張する（昭和39年 7

月28自まで〉．

39. 8.12 槌口助教授地球物理学の研究 ため，ネノミーノレ，インドに出張する

（昭和39年12月四日まで〉．

39. 9.27 柴田助教授 土質力学と基礎工学の研究のため，ノーノレウェに出張する（昭

和40年12月12Bまで〉．

39.12. 5 

40. 4. 1 

40年度

8 される．

より，砂防研究部門，

される．

される．

上宝地殻変動観測所経費（特別事業費〉が予算化される．

IH D計画によるび‘わ湖流域の7J，文学研究経費が配当される．

機関研究：磁気記録増巾再生器．

低速度長時間データーレコーダー．

構造物試験用門型クレーンおよび組立加力機．

40. 6.20 光田助教授 超音波風速計技術の開発とその接地気罵研究に対する

する研究のため，米閣に出張する（昭和40年 7月17日まで〉．

40. 8.17 若林教授 構造物の塑性設計に関する研究調査ならび

に関する夏季会議出席のため米閣に出張する（昭和40年 9月16日まで〉．

40. 9. 2 山口教授 地すべり訪止法に関する研究調査ならび

およ

出席のため，米国，カナダ，イタリアに出張する（昭和40年 9月29日まで〉．

40.10.10 中川講師，田中助手，津嶋技官 中南米技術協力計画による地殻変動観測の

ため，チリー，ベノレーに出張する（昭和41年 1月27日まで〉．

40.12. 4 第 9回研究発表講演会が開催される．

41. 4. 1 文部省、令第22号，第24号により，災害気候研究部門ならびに潮111甲風力実験所

および白浜海象観測所が設置される．



3. 組織の り

41. 7. 5 山口教授火山性地すべり のため，タイ，インドネシア，フイリ

ピンに出張する〈昭和41年 7月28自まで〉．

41. 8. 28 光田助教授 風の観測に関する研究ならびに野外データー ), 
、ー

するシンポジウム ため，オーストラリアに出張する．

3.組織の変遷

(1） 機構 の変

（昭和27年 3月31日

C i）機構表〔〈〉内 っている

所

長

(2) C 2 )J 

、、gaJ、eJ＼，ノ＼3ノ

11ムτiム

／t＼／t＼ 

手手
助助

＼1JJ＼tJノ

12 
専よ併

（お（

援災援
教火教

助・助
〉〉災〉〉

11風11

(1) (3) C 1 )J 

(ii）協 員

教 4崩 速水顕一郎， 矢野勝正

松 下 石原 次郎， 佐々

横尾 西村

(iii）職 員

所 長 期

教 fflB 橋 速水頚 長~＇ 矢野勝正

教授（併を〉 松 下 石涼 次郎， 佐々

横 尾 西村英

助教授 畑中元弘， 小沢泉

助教授〈併任〉石崎溌 近 文治

助 高 田 理 立昭 渡辺清治

山 口真

主 山田

会計主任 J 11 勝 太郎

松島 牧 彦

構 人 小林 夫， 識 診芯をf' 
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r-

4了苦5目長常勤労務者

現在（昭和41年 9月 1日現在〉

〉内の数字は実務を行なっている人員数〉〕

教援 fin助 教 授 書 店 助 手 取j技官（ 2)

技能員（ 1）見習員（ 1)

（専 1) （専 1) （専2)
教友 助教授 、非常勤講師（2）助手（併 1) （併 l) （併 2)
技官（ 1)事務員（ 2）技能員（ 3)

〔〈

震動 部門

かく変動
門

表構( i）機

教授（専 1）助教授〈専 1）助手

教授（専 1）助教授（専 1）非常勤講師（ 2）助手（専 1)
（併 1) （併 1)

教授（専 1）助教授（専 1）非常勤講師 (1）助手（専の
事務員 (1)

教援潔n助 教 授 濯n講師（併 1）助手〈専 1)

1）技能員（ 1) 

教授（専 1）助教授（専 1）非常勤講師 (1）助手（専 1)
技術員（ 1)

教授（専 1）助教援（専 1）非常勤講師（ 1)助手
技能員（ 1)

1）助教援（専 1)助手

1) 

2）技能員（ 1)

(1) 1) 

部門

防部門

文

教授（専 1）助教授〈専 1)

教授（専 1）助教授〈専 1)

技能員 (1）技能員 (1)

教授（専 1）助教援〈専 1）非常勤講師（2）助手
教務員 (1)

教援（専 1）助教授（専 1）非常勤講師（ 2）助手（専2)
技術員 (1）技能員（ 1)

教授（専 1）助教授く専 1）助手（専2)
技能員(1）技術員（ 1 

助教援（専の助手〈専 3）技官 (1）事務官 (1)

技術員 (1）事務員 (1）技能員 (1ぷ用務員 (1)

助教授（専 1）助手〈専 2）技官(1）技能員(1）用務員(1)

2) 

2) 
1) 

2) 

く1）助手

1）技官（ 1) 

(1）助手

1) 助教授

自
民
ム
耳

所

(1) 

(1) 助手（専 1）技官（ 1)

(2) 

(2) 

7）事務員（ 4)
(1) 

1）技術員（ 2)

1) 

助手〈専 1)

助手

助手

助手（専 1)

事務長 (1）掛長（ 2)
技能員（ 2）用務員（ 1 

治 J11水理
験所

島火山
測所

取微小
震観測所

宝地殻
動観測所

岬風力
験所

浜海象
測所

高砂防
測所

務
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(ii） 協 員

村 山朔郎， 矢野勝正， 沼崎滋

垣雄 石 原 雄， JI I 治

山 口 角屋 出節夫

林 高田理 田和男

兆方， 井良一郎， 中島 i湯 部

石原 次郎， 林 事2

山田彦見， 一一 一 戸

(iii）職 員

所 長 石原藤次郎

村 山朔部， 矢野勝正， 石 i時 滋 雄

埴 石東 堆， JI I tiムロ

山 日 角 監 奥田 夫

林 高田理夫， 出和男

長住 井良 郎， 中島暢太郎

高原 次郎， 槻 橋 ニ11｝ムヌ. 山田彦

情 戸時

助 口 明生， 土産 人

J 11 島 通 保， 福 昭

豊国永次， 雄， 中 JII 次

光 田 IιEニヨzJ 野田 明

田 中 f造是正

井 上 正一郎， 八木期男

助教授〈辞任〉 間 岡 野 助， 品 ，馬

和田 彦， 中 JII 郎， 柴 自

j局 不折

研 当 小 沢泉夫， 佐 朗， 山元 長日

多 潔， 久 小 堀

f引 尚 赤井 爵可 明

産次郎， 木 大 向 之

立昭平， J 11 村純 腰 j関 良E

谷 口 準谷正

，島 語武照 湊元光

ゴヒ 野 康， 瀬信忠
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助 手 柿 沼 忠 西 勝 士L 井上 夫

田中祐一朗， 奥西一夫， 江頭 夫

西 潔， 荘 /I蹟 iム口， ノ＼ 1丁－・ 一

中村重久， 北村俊吉， 後 典俊

尾池和夫， 沢 保， 谷 雄

金成誠 軽部 大 松井千秋

鈴 木 有， 芳く 進， 橋爪道郎

檎 保， 国 部， 竹内篤

竹本｛彦三， 見野和夫， 奥村武

民 正， 道上正規， 谷 彦

花房龍 日下部 後回了

田中正昭

助手（併任〉 加茂 介， 田 中 菊池茂智

狐 11時長 浪 ， 渡 辺 平 野 勇

力日 正明， 堀江正治

長 井

庶務掛長 松村

会計掛長 丸 田

事務官 村治雄， 田 男

小 谷明子， 渋谷正明， 網村 士夫

f以内汎子， ：タニノ7 英雄， 大 内 忠

技 r民ムヲ 亡口と 西 正 男， 小林

今井繁 角田 弘， 中村俊

人見哲夫， 芝野照夫， 伊藤勝

石井 明

教 務員 元豪己

務員 村 紘 高田和代， 河内 J引ムp 

苦5 征， 嶋 祐， 織田新一郎

上田弥 和田安男， 平 野 雄

楠 杉村 子， h喜 田 歪

米村陽太郎， 尾 崎 秀

技術員 中 JI I 修， 角 野 稔， 横 山

清 水 保， 芹津重厚， 杉致和光

技能員 小 泉信二， 北 JII 男， 羽野淳介



3. 組 織 の 変 遷 9 

松 尾成光， 小 泉 泉 誠

山 回 勝， 辻 1J" 永田敏治

露国忠惟， 手話 正 山根 二J乙

西文 Jノ＼－ 畑 野 村

用 員 ア ツ， 狩野俊 近 君子

見習員 中 村 中山澄

(2) よ

( i ）土地の変

名称 ,w 在 地 41. 6. 4. 1 髄考

観 測

135. 79 

48.52 

66. 66. 

7. 7. 

7. 7. 

13. 13. 



時
一
〆
引
前
野
皆
野
野
〆
下
川
野
雌
齢
制
縮
問
叫
縮
釦
仙
叫
制
官
時
一
一
判
断

一

本

却

一

地

幼

・

〈

坑

（

坑

〈

坑

〈

坑

臼

地

mm
（

坑

〈

鉱

（

下

（

7

〈

（

（

〉

（

〉

〈

（

〉

（

坑

一

F

融
制
倍
瓦
鳩
躍
脚
町
制
町
帥
町
制
高
官
型
店
主
臨
臨
む

Z
Z
2
2
Z古
都
館
一
曜

l
i
i
i
i
i
i
j
z
i
o－－

j
j
j
i
i
i
i
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－－

j
i－

l
i
l
i
i
j
i
j
l－
－

i
l
i
l
i－－

l
i
l
i－
－

j
j
j
j
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
i
l－－
；

t

i

z

－

－

l
j
j
j
i
j
j
j
j
j
i

；
i
i
i
i；；；
l

；！
i
i
i
i
j
l
o
i－

－

i
 

p
h
u

ハ
v

mω

目

4

0

 

qu 

寸
l
ム

ハh
uつ山口6A

せ

22.99 

13.17! 

8. 99( 

－ 49. 

180. 

9. 

459.00 

230.00 

218.18 

400.00 

測室兵庫県（ （ 
泉町 I 13.17! 

測室兵庫県i ! I 8. 99! 
氷上町 I l 

本 所岐 阜民 ； 
’12, 656.19! 

上宝村本郷 I ! 

殻変動観測所 i 
県吉城郡上2 443. 60i 

殻変動観測所i i 
山県間牟妻都； 101.問
殻変動観測所； I 
県志摩郡磯部； 42.01! 

殻変動観測所i ！ 
山市西浜字大l 49. 98i 

出羽

I 180 

I 251 

地殻変動観測； 9.801 
サII県小松市五1 i 

変動観測所赤谷地殻変動観測所 22. 99! 
臼県新発田市東； （ 

殻変動観測司 ； 11,112.0011, 112. 00 
県北牟婁郡長； i 

地殻変動観測所1400.od 
重県南牟婁郡紀（

長岡地殻変動観； 84.od 
静岡県田方郡：

長岡町 ； ！ 
地殻変動観概所； 15.00l 
城県栗原郡：龍、尺 ! 

地殻変動観測所 60.ooi 
阜県吉城郡神間； （ 

地殻変動観測所； 459.00 
庫県朝来郡生野！；：  
地殻変動観測所 230. 001 
城県東日杵郡北；

峯地殻変動観測14,826.rn 
奈良県北葛城郡； ： 

町 ；：

瀬地殻変動観測； I 
宇治市天ケ瀬 !3，… 

251.23 

84.00 

15.00 

60.00 

.2i 

.231 

10 

上



(ii）建物の変遷

名称；所在地

観 測

3. 組織の 遷

451. 501, 184. 

7. 0011 
7.00 

7. 00: 
7. OOi 

11 

〈砂防地〉

〈土器地〉

〈原野〉

538. 

指考



12 

(3) の

昭26.4. 1 

教援 3，助教授 2'

ない，

3' 

昭和26年度行政整理のため，

1名減

昭28.8. 1 水理実験所設霞のため，

説

1' 3，傭人2，計14名

助教授し助手 l，雇員 2，増；縄人 1，減計 3名増

昭29.4. 1 訴究所整備のため，

助教授 1，助手 1，雇員 2，計 4名増

昭30.7. 1 研究所整備のため，

助手 2'

昭31.4. 1 行政整理のため，

1名減

昭33.4. 1 地殻変動部門設置のため，

教援 l，助教援し助手2，技官 1'

昭和33年震定員振替その地のため，

助教授し事務官 2，技官 l，雇員 1'

昭34.9. 1 地すべり部門設置のため，

2，計 7名増

3，減計2名増



3. 織の 13 

昭和34年度

教援 l，助教授 l，助手 2'

ため，

l，計 5名増

2 

昭35.12.26 災害水文学部門設置ならび

教授l，助教授 1・助手 3，車員2，計 7名増

昭和35年度

傭人 l

昭36.4. 1 

2，助教授ム

昭和36年度

技官 1'

ため，

の他のため，

ならびに海岸災害防止部門設置のため，

4，雇員2，傭人 2，計12名増

む龍のため，

l， 減 計 7

昭37.4. 1 

し助教援 l，助手 2'

ため，

l，傭人 l，計 G

昭和37年度定員接替その他のため，

3， 減 計16名増

昭38.4. 1 

備のため，

教援 2，助教援 3，助手 4,

昭和38年度

助手し

らびよ

3，傭人 2，計14名増

ため，

l，減

昭39.4. 1 

教授 l，助教援し

らび ため，

4，傭人 l，計11名増3' 

昭40.4. 1 

2，助教授2，助手 5'

日?341.4. 1 

教授し助教授 1'

昭和41年度

1名減

上記のよう

教授15，助教授18，助手37,

ため，

4，計14名増

よび

4，計12名増

ため，

iこより，

ようになった．

6，技官 6，雇員46，傭人 8，計136名
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(4）予 の変遷

備考

関立学校経費 5, 

人 件 費 2,394 24,625 35,887 48,375 59,515 I 75,009 

物 性 費 3,152 51,087 70,191 73,317 122, 848 I 168, 493 

悼在五ん 繕 費 93 15,945 14,973 13,510 14,555 i 14,400 

科学研究費交付金 。 5,820 10,980 24,730 I 13,250 i 23,691 

計 5,639 97,477 159, 932 i 210, 168 i 281, 593 

なお，下図は人件費，物件費，営繕費，これらの総額，および科学研究費の年度変化を示し

たものである．

千円

250,000 

200,000 

物件費／

／ 
150, 000 

／ 

100,000 

／ 
／ 

／ 

50,000 

人件費－－，，，， ---
， ，，，， ---

－－－”” 
a宮ニ7申ーーーー

37 38 39 40年度

関 1

(5）職員の変遷

Ci） 所長

関山川
’吟
A
汁
B

’
橋

昭和 昭和
諒 26.4.21～28. 5. 1 
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速水 長F 28. 5. 1～30. 6.16 

矢 野 勝 正 30. 6.16～32. 5. 1 

速水頚一郎 30. 8.26～30. 9.27 

西 村 英 32. 5. 1～34. 4.30 

矢 釘P 勝 正 33. 7.16～33. 9. 3 〈事務代理〉

務2 34. 5. 1～36. 3.31 

西 村 34.11.30～35. 1. 11 

佐 々 36. 4. 1～38. 3.31 

石掠藤次部 38. 4. 1～40. 3.31 

4態 橋 －ロ2トffi 38. 8.31～38. 9.30 

速水 頚 長F 40. 4. 1～41. 3. 31 

石 原藤次部 41. 4. 1～ 

(ii) 職 員

昭和36年 8月 1日以前のことは，訪災研究所十年史に述べられているので，その間 ま

たは退職して，十年史以降の 5 に訪災研究所と ない人はつぎ ら

はぶいた．

氏 名 その後の移動

橋 5.1工学部教授に配置換，併任教援（工学部〉

3.31退官

5.3退官

36.4.1技指員に配置換， 37.10.1技官に任官

1事務官に在官， 38.8.1結

々

5. ll 1J、林 〈採用〉

グS 悶叩 ！（技（邦術文タ員イピス〔採ト用〕〕

6. 水頭 部隊援（理換学部より

グ 小沢泉 〈採用〉

。’ 田理

グ足立昭

グ尾

6. 石崎溌

8. 山口

グ西村

〈理学部〉
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氏

野勝26.10. 

27. 9. 11林

28. 5. 1：友 近

ググ；村山朔

7. 1'；佐

9円石原
10. 11国 司秀

11. 1山 田彦

グク勝 木

ググ大同

5.16樋 口 明

6. 11 垣

ググ， ,J、堀

7. 11小

30. 4. 11 井

31. 4. 16谷

5. 11一戸時

7. 1久下元

ググ 田

32. 2. 1l 川圭

ググ Jll 村純

4. 1 中村俊

グ グ

6. li 本

ググ！神 月

6. 16! Jll 

11. li 島明

33. 4. ll矢木昭

ググ！北村俊

1 総 説

その後の移動

36. 12. 1併任助教援， 39.4.1 

併任助手〈理学部）， 33. 3.16 
.16併任助教授（理学部〉，

41.9.16研究担当（理学部教援〉
35.10.16併任教授（工学部〉

36.4.1技術員に記誼換， 37.10.1 

4.1用務員（鰭人〉配置換， 41.3. 31辞職

31. 4.1助手昇任， 36.8.1工業教員
36.12.16非常勤講師（工業教員養

生；助手〈採用〉

一；併任助教援（工学部） 131. 6.1助教援（工学部より配置換）， 35.4.1教授弁任

一；併託助教授〈工学部） !36.4.1助教授（工学部より配置換）， 37.4.1教援昇在，
/41. 4. 1工学部へ配置換，41.5 .1研究担当（工学部教授，

（採用〉 :34.5.1雇弁任，

より語c¥135.3.1工学部へ配置換， 41.5 .1研究担当（工学部教
/I援〉
133. 3.16教務員採用， 34.5.1技官に征官， 39.4.1助

（採用〉 ； 
！手弁託

〈理学部〉 l32.4. l併任助教援， 37.2.1教授昇任， 40.2.1理学
：部へ配置換， 41.3.1併任教授

!33.4.1麗昇任， 39.3.31辞職

（採用〉 136.1.1雇昇任， 37.10.1技官に自

より百c¥!
)132.6.16助手昇任， 37.5.1助教授昇任

137. 3. 31辞職〈大阪市立大学）， 37.7.1非常勤講師
；（大阪市立大助教授〉

明 Ji1・1作業員採用 36.1.1開 38.1.1技官に

（理学部〉；

133. 4.1助教授〈理学部より弁任配置換）， 39.1.1理
〈理学部〉 i学部へ配置換， 40.4.1教援昇任〈理学部よち〉

（理学部〉 134.12.16併任講師（理学部）， 35.3.31併任解除

より自己）i37.2.l教授昇任

（採用〉 133. 4.16技能員採用， 34.7.9濯昇任， 38.1.1事務官
10こ任官， 41.6.10改姓（小谷〉

136. 8.15辞職

より＼I
)!38.4.1助手に昇任
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33. 4. 

d
Aム
同

h
u

6. 

10. 

34. 1. 

3. 

4. 

どケ

6. 

7. 

8. 

9. 1i野出

10. 

35. 3. 

3. 

4. 

自

田

正

関

林

産

関裕

多

中

部

茂

原俊

紘

土

中

昭井

田

木

毘

沼 忠

中

JI I 

自

名 その後の移動

16併任助手〈理学部〉

事 項

4.1技術員に配置換， 37.10.1 技官に缶官

3.31熊本大学へ出向

4.1助教授〈理学部より昇缶配置換〉

5.8改姓（土罷）， 37.4.1技指員， 37.4.30辞職

7.1技官に任官

37.4.1技能員， 40.10.5

（採用〉

〈採用〉

1事務員配霞換， 37.11.1改姓〈荒賀）， 38.12. 31 

1工学部へ配置換， 40.10.1研究担当（工学部教

:36.4.1理学部へ配置換，併任助手（理学部〉

)38. 3. 31辞職

136.4.1理学部へ記誼換， 36.12.16辞任助手〈理学部〉

i37.2.28辞職

〈採用〉 [38.1.1事務員

（理学部） i39.l.l併任解除， 40.12.16研究担当（理学部教援〉

CJ采用〉 '36.4.1技能補佐員記置換， 37.4.1技能員

〈採用〉

40.4.1劫教援（工業教員養

36.10.1非常勤講師〈大

〈採用〉

男；助手〈採用〉

夫［助手〈採用〉

男 l臨時技能員〈採用〉

3.1工学部へ記置換， 39.4.1

4.1助教授昇在

i36. 2.16技能員配霞換
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氏 項

グ グi船曳

8. 1；土
8.201船 越 芳

9. 1；村 JIl京

グ グi多 中 勝

10.161加茂

12. 1；松尾成

36. 1. 11関田忠

2. 1＼松岡

2.161松村

2. 26＼辻本行

ググl永田敏治

3. 1l安藤直次郎；非常勤講師（採用〉 i 

4. 1I南井良一郎：助教授（謀部より配）＼41.4.1教授昇任

ググ［山元竜三郎 l併任助教援〈理学部） 140. 7.1 究担当（理学部教授〉

ググ；狐 11崎 長浪！助手（採用〉 i36. 7.1理学部へ配置換， 38.10.16併任助手〈理学部〉

グ グj米 村正己；助手〈採用〉 140. 2. 29辞職

ググ！軽部大蔵［助手（採用〉 ;37. 3. 31辞職， 39.4.1助手採用

ググ｜橋爪道郎：助手（採用〉
;38.4.1理学部へ配置換， 40.4.1助手（理学部より記

ググi西 勝也（助手〈採用〉

ググ｜井上雅

グ 4クj藤田鰭

5. 1i桐村義昭；技能補佐員（採用〉

ググ 中 JII敦

7. 1 中野正
！日七＝，＇.＂.（ 理学部より

8. 11羽野淳介「町周〉

グク光 田 助手（理換学部より

35. 6. 11石田

6. 

7. 

名 その後の移動

4.1技能員に配震換， 39.11.16化学研究所へ配置

4.1技能員に配置換， 40.10.24辞職

4.1技能員に配置換， 38.7.15辞職

事

3.31辞任解除

4.1助教授（名古麗工業大学より配置換〉

8.1京都圏立博物館へ出向

4.1技能員に配置換， 38.12.31辞職

4.1技能員に配置換， 37.4.1理学部へ配震換

4.1技能員に配置換

4.1技能員に配置換

3.31辞職

4.1技能員に記置換， 41.6.17改姓（小泉〉

4.1技能員に配置換

1技能良広配置換

10.1事務官に任官

3.31辞職

1事務員に配置換， 37.6.1食糧科学研究所に配

1助教援昇任



36. 9. 1：人見哲

10. 11 田和

出

山

村

12.16：岡野

ググ松島昭

木

田主

ィクク；晶 通

37. 3.16渋 正

ググ；中村

4. 11田中

重れ

ググ：八 出

ググ｜程 JI員

グ グ 松

正

ググ；江頭

西

。’ F 西

ググ；吉 良昭

グ

5. 11来 浮 フ

グク木村治

5‘l6i西

7. 1谷正

ググIJI I村純

37. 7.16；野間和

8. 11丸田

名

い

事

3. 組織の 選 19 

項 その後の移動

4.1助教授〈工学部より配置換）， 40.4.1教援昇任

1助教授（岡山大学より配置換）， 39.1.1教援

（理学部〉

〈理学部〉

3.1併任助教授〈理学部）， 39.3.31併任解除

（理学部〉 !39_ 4.1併缶助教授（理学部〉

〈理学部〉 38.4.1助教授〈理学部助手より昇任〉

J38.4.1事務官に任官

〈採用〉 i37. 9. 30辞職

より配置）：

より配＼137.6.18改姓（狐u母）， 37.10.1事務官任官， 41.1.31 
/ I辞職

〈採用〉 ¥40. 3. 31辞職

〈採用〉 39.4.1工学部講師昇任

〈採用〉 !40.4.1助教授昇任

〈採用〉

（採用〉

11.1工学部へ配置換

10.31辞職

16改姓〈井坪）， 38.9.16法学部開属病院に前

6.1宇治事務室へ配寵換

11. 9改姓〈高田）， 39.1.1事務員に誼置換
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氏 名 事 項 その後の移動

37. 8.1. 

10. 

11. 

11. 

38. 4. 

39. 3. 

伺 139.3.31

（採用〉 141.9.1助教援男．任

（採用〉 ； 

〈採用〉

（採用〉

に学校よりii
I ／理学部講師よU

昭 j助教授（り昇任 ）； 

国永次；助教授〈間 （ 

正喜：技能員（採用〉 ； 

中村 治 l用務員（問 ！ 

腰潤一郎防径非常勤講師（鰭）（

一郎 l
谷 口敏雄

石 井義明

文字健ご

島克之 i技術員（採用〉 141. 3. 31辞職

本嘉雄

根征子

子医「義務課より配置）141.3. 31辞職

西文子技能員（採用〉 （ 

雄［事劇採用〉 ！山事務開官

,7 

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

p
h
u

円

h

U

F

h

v

p

n

u

n

叫
d

ィク

10. 

どク

11. 

どク

ア

畑耕

林

祥

回来日

本す

井

木期

藤典

沢

池和

橋行

河

上

（採用〉

:38.4.1神戸大学に出向， 38.6.1非常勤講師（神戸大
津）， 40.9.10講師辞職

〈工学部） jfl4. l助教援団部より配置換）， 39.12.1教援弁

（採用〉 138. 3. 31辞職

（採用〉 139. 4. 30辞職

〈採用〉
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氏 名 項 そ の 後 の 移 動

39. 4. 11藤 井

ググiや成誠

ググ［中 J 11 博

ググ；竹内篤 4.1助手昇任

グどクj横山康一

グ 4クi山本 12.27改姓〈勝見）， 40.2.28辞職

ググIiJf 辺

ググjJ半 野

4.161 ｛以内 汎

5. 1；大 畑

グ グ亨 野照 〈採用〉 ¥40. 9.1技官に任官

6. 11加藤正 40.4.1理学部へ配置換， 40.6.1併任助手〈理学部〉

グ グi荷f I持

7. 11矢 部

8. 1；伊藤勝
、；17て

8.16！竹 平 （採用〉 141.8.31辞職

8. 311狩野俊

ググ ググ｜：禍
長二子 （採用〉 140. 7. 31辞鞍

10. 1 木

12. 11松井千

40. 2. 11野中三

4. 1見野和

ググj高 橋 保 （採用〉

,7 ，ク＼冨 回 郎 〈採用〉

ググi胡i 倉明 通 〈採用〉 ;41. 3. 31辞職

ググド高 汚く j助手（採用〉

グ 4クj竹本修

ググ；茶話 本 彰 員〈採用〉 140.10. 30辞職

4ク 4クj織田新一畏ISI事務昌〈採用〉
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の 移名｜事

由弥幸 i事務員（採用〉 I 

海 勲 l併任非常勤講師（楚）｜

谷正雄［非常勤講師〈採用〉 ｜ 

元光

田

武

野

武照

塚省

i事務員（採用〉 I 

事務員〈採用〉

木不折：併任助手〈工学部〉 141. 5.1併任講師（工学部〉

彦 i助手〈採用〉

龍男 i助手〈採用〉

上正規［助手〈採用〉

民

J 11 

ググ；角野 稔 j技術員（採用〉 i 

グクj湊元豪己！教務員〈採用〉 I 

ググ｜大内 患；事務官（採用〉 ！ 

ググi近藤君子 i用務員叩 I 

4ク グi堀江正治

予康

4.rn B下部 事 i拶J寸－ 1..1木市ノ

ググi中島楊太郎 j教授（持語気象台）

ググi鵜 田 至［事務員（採用〉

後町幸雄｜助手（農学部より配置）

後藤肖男 i研究担当（工学部教授〉

6. 11松村一範（鰭（監部開壁）
7. 1／田中正昭l助手（護学部より配置）（

氏

一

上

鳥

塩

湊

和

奥

西

平

楠

一

1

ク

ク

ク

1

6

1

1

1

6

・

・

・

一

〆

’

J

弓
5
ム

何
は
口
H

一

－

J
月一

4

h
ゲ

グ

グ

5

5

6

7

8

8

就
年
一

0
A
品ム

ググ；杉村

41. 3. 11 

4. 11 

ググ；花

ググl
ググ；宇

項 後 動そ の

安

村

谷
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名 事 項 そ の 他 の 移 動

41. 7. 米 村揚太部 （採用〉

（採用〉

,7 

8. 

8. 

9. li 〈採用〉

ググ 尾崎 （採用〉

政和 （採用〉

4. i者 規 定

(1）京都大学的災研究所協議員会規程

（昭和2印
昭和29年 5月22自改正j

防災研究所の重要事項を審議するため，防災研究所協議員会を置く．

第三条協議員会は，専任教援および兼任教授で組織する．

2 所長が特に必要と認めたときは，

ができる．

所長は，協議員会を招集し，議長となる．

学部教援に協議員会を委嘱すること

あるときは，年長の協議員が代理する．

条

条

条

四

五

六

2

第

第

第

2

は の過半数が出詫しなければ開会できない．

る．

キ
C より所長が命ずる．

の指揮を受けて会務をつかさどる．

(2）京都大学防災研究所委託研究規建

条第 ある学理的問題の解明

〈昭和31年 1月10B制定〉

しようとする者があるときは．その

ることカ1ある．

第二条 研究を委託しようとする者は，所長を経て，総長に願い出なければならない．

委託研究の願出を受諾するときは，所長は，その研究担当者，研究期間， よ

第四条

て委託者に通知するものとする．

，委託研究に要する物件費，人件費その地の経費を指定の期間内に前納しな
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ければならない．

但し，特別の事情があると認めたときは，分納を許可することがある．

2 指定の期間内に研究費を納付しないときは，研究受託は，取り消すものとする．

第五条一旦納付した研究費は，返還しない．

2 天災その他不可抗力の理由により研究を完遂し得ないときは，研究費の一部又は全部を返

還することがある．

第六条 委託事項の研究が終了したときは，所長は，研究成績を委託者に通知すると共に研究

担当者の名を以って公表することができる．

第七条 この規程施行に関する組員りは，総長の認可を得て所長が定める．

前 期

この規程は，昭和31年4月1Bから施行する．
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1.地 動部門

京都大学に防災訴究所が付寵されるにあたり，

究」をすることを目的として発足し，

ら，災害の基礎的な研究を行なうとともに，その際必要な種々の計測器ならび

J}ljに設計考察して災害の本質の究明に努めてきた．これらの研究を行なうにあたり，

取りあげてきた主な

究J, 「災害に関係する

研究J である．そのほかに， V1IJI I, 

なお昭和33年に地殻変動研究部門，

形土壌災害研究部門，

てなさj℃ているものもある．

研

り機構の

っていた．

り研究部門， 35年に桜島火山観測所， 38年に地

わかれてそれら おい

本部門は，新設時は速水頚一郎教授が組当したが，その後部村英一教授，佐々

あるいは併笹教授として担当し，昭和37年より古川宗治教援が担当している．また昭和41

年現在は長通保助教援が本部門に属している．併任教授，三木晴男教授，

ために協力している．

っている研究のうち，主なものについて略述すると次むようである． 「地

伝播の研究j としては，発生する地震波動エネノレギーの P波， S波への配分

の割合， の周波数スベクトノレや掠巾の方向分布などの特性と破壊力の作用の

きさなどとの関係が明らかにされてきたが， し

の｝替の弾性的な性質やその厚さの関係によって新たにどのような phaseができるか，指巾ス

ベクトノレがどのように変わるかなどのことが，吉J11教授，島助教授らによって研究されてい

る．つぎに「震動と地質講造との関係に関する

ょっ

工業地帯はやむを得ず，

なされている．近年

する傾向にあり，そのた

め，これまでほとんど現われなかった種々の地震動災害が頻発するようになっているので，当

部門では，これらの地盤の現地における地震動観溺，振動測定や地震探査法による地下帯造の

決定などの結果を使って，軟弱地盤の震動特性，構造物への影響，

構の究明に古川教授，島助教援らが当っている．地震探査法によって，地下構造を決定するに

あたって，軟弱地においては，地下水躍が浅く，地表面が人工的に整地されている場合が多

く，そのような地盤では従来の地震探査法では投手括的に多くの関難を含んでいる．それらの問

題に関して， S耳波を用い SH波の およびボーリング坑
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内に地震計を設置し，震源を移動させ， P波， S波の直接波，屈折波，反射波および Pから

S，またはSから Pヘコンパートする波を用いて決定される地下構造と波の伝播速震および振

巾から，地盤の物理定数を推定し，現実の地盤の耐震性の検討に利用出来る資料を得ている．

これらの特殊地震探査法の開発に後藤助手らが当っている． 「微小地震の研究」としては，大

発生するような大規模な破壊の前駆現象として小破壊，すなわち微小地震の発生が予想

されるが，このような見地から近畿地方に微小地震の観測網をつくって観測を続けている．そ

の結果，今まで初期微動時間が 1秒程度で，一つの観測点で‘は，地震か，人工地震か判断のつ

かなかったものが地震動と確認され微小地震に対するその地域の地震活動度が明らかになりつ

つあり，これと大地震との関係も近い将来見出されるであろう．これには三木教授が当ってい

る．また「災害に関係する地盤の応用地震学的研究」としては，ダム， トンネノレ，橋梁などの

土木構造物や建築物の基礎地盤を，主として弾性波探査を用いて調査し，弾性波探査から得ら

れた基礎地盤の物理量と施工の難易との関係を求めている．またこのようにして求められた地

盤が，地震，地すべり，人工的振動をうけた際，どのような挙動をするかについても，探査か

ら求められた地盤の物理的性費から推定する方法も古川教授，島助教授らによって研究されて

し、る．

2.地かく変動部門

本部門は，地震発生の予知を最終の民的として， る地かく変動の諸現象を研究

するために，昭和33年に設置された．地震の予知は，大地震の多発するわが国においては緊急

かつ重要な課題で－あるが，地かく内部で歪z ネノレギーが蓄積され， これが岩石の破壊によって

解放される過程を追求することによって，予知が可能になることが期待される．したがってそ

の研究方法も多方面にわたるが，本部門においては発足以来，傾斜計および伸縮計による地か

く変動の連続観測・研究を主体とし，さらに近地・遠地地震の観測・研究，および重力変化に

る研究などが，これと連繋を保ちつつ行なわれてきた．

本部門は新設後，西村英一教授が理学部より転じて研究指導にあたり，その下で岸本兆方助

教援・三雲健助教授が研究を担当した．その後，一戸時雄助教授が理学部より昇任して教授と

なり，西村・岸本は理学部へ配置換えとなった．西村教授は不幸にも研究活動半ばにして病に

倒れ，昭和39(1964）年 3月逝去した．その後昭和40年 4月，岸本理学部助教授が当部門の専

となり，現在三雲助教授，橋爪道郎・尾池和夫両助手が専任として，さらに併任として

中川一郎助教授，田中盤・加藤正明両助手〈以上いず－れも理学部〉が当部門の研究

に協力している．

本部門においては，地震の本性および予知に関連する種々の研究が行なわれてきたことは上

述のとおりであるが，特に昭和40年以降は，地かく変動のみならず地震の観測・研究も本部門

の重要な研究題巨となった．現在行なわれている研究題目は，地かく変動，地震発生機構，徴
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地かくおよび地球内部構造，重力変化，地磁気変化などであり，これらを総合して地

ることを話擦としている． いて述べれば次のとおりで

ある．

地かく変動の研究については，現在までにすでに全国で20余か所の観測室が設置されている

が（上宝地殻変動観測所の項参照〉，ここで得られた観測資料の解析によって，

伴なう地かくの傾斜・伸縮の異常変化の様相がかなり明らかにされた．すなわち，特に中部以

西の多くの大地震発生に際して，特殊な地かく変動が起ることが見出され

田中〈豊〉・出 一地域における と地かく変動との 明らかに

された ま

の研究や， 資料解析方法の研究も進められている．さら になっ

て，ベノレー・チリとの地かく変動協i司観測が実現し，菌際的協同研究の成果が期待されている．

徴小地震の研究もまた地震予知の一つの有力な方法と考えられているものである．この研究

は当初，和歌山地方の局発地震を対象として行なわれ，これら地震の発震機構とこの地方の地

かく構造が明らかにされた

されて以後は，主として近畿地方北半部における

機構・活動度などについて多く

問題については，さら

などの諸分野との関係など ら研究が進められている．

され，

かく・地球内部構造の研究が進められるとともに，

より，

の

-,.. 
L.. 

出される

くわしく

さらに，地かく

地震エネノレギーの

重力変化の研究については，重力の潮汐変化む解析や地球の自

化の訴究

して，

－中JI!）.さらに40年震に設置されるプロト

よ

される．このようにして，今後これら

の研究が強力に進められること

3.地震予知計測部門

昭和26年防災研究所が設置されるにあたり，佐々

は，昭和初期より京都大学理学部地球物理学教室で研究がなされてきた

この

－上宝の 2

よび地

であり，

よって放

より

らの研究を総合

される．

ら

る研

究Jを，

の精密観測，

の一つに取りあげ，地かく変動の観測，地震

地磁気・放射能などの測定，岩おの破壊や物性に関する研究，地球i材部

講造や発震機構に関する研究， る地質学的な研究など総合的な立場より，研究の推
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してきたが，昭和33年地かく変動部r~：が設量されるにおよび，西村教授は向部門に移

り，これらの研究の一部は同部門でなされることとなった．その後，地震災害の軽減という防

災的な見地より，全国の地震学者の有志が「地震予知計画研究グループ」を結成し検討を重ね

小冊子「地震予知研究計画書J を公にしたが，呂本学術会議はこの計画蓄に基づき，

昭和38年政府に対し地震予知研究の推進についての勧告を行なった．文部省においてはこの計

画の重要性にかんがみ，研究計画の具体化について検討を加え，昭和40年度を初年度とする地

みるに至った．これの一環として，昭和40年度当研究所に地震予知

され，高田理夫助教授は地すべり部門からここに転じて教授となり，田

助教授，古沢保，竹本修三間助手らとともに研究にあたった．ついで研究担当として，昭和41

4月から小沢泉夫教授（理学部〉が本部門のために協力した．

防災研究所設立以来地震予知の研究にたずさわっていた高田教授は田中助教授ととも

ご部門の研究の一部を引き継ぎ，地震の前駆現象を地球物理学的に究明することにより，

予知理論とその方法を確立することを自的に， (1）地震の前駆現象の研究，（2）地震エネルギ

ーと発震機構の研究，（3）地震予知に関する計測器の開発，（4）地かく変動の研究，（5）地盤

してきた．

しては，それ以前の地かくを構成する

大なエネノレギーが地かく内部に蓄積されねばならず，それ

的な現象が生じる．

る 臣

とら

え，地震の発生と前駆現象との関係，地震エネノレギーの蓄積と解放の過程を究明するため，

田中助教授，竹本助手らは，現在地かく変動部門や上宝地殻変動観測所と協力し，屯

鶴峰・岩倉・大浦・逢坂山・井手・天ヶ瀬〈準備中〉の地殻変動観測所において観測＇ d:.1 J ／ょっ

ている．

古沢助手は，これまで地震動部門と協力して， AD変換器（DATAC 1030）により主に短周

による記象について解析し， digitalfilteringによる広い dynamicrangeの記象

や X-Y記録器に particlemotionを記録させ phaseの識別を行なうなどして発震機構の研

なってきたが，日下長周期地震計やひずみ地震計による観測から得た記録を解析するこ

とにより，発震機構の研究を推進させることに努力している．

これと同時にこれらに必要な各種計測器の開発，とくに遠隔観測，遠隔制御の 観

観測計器の digital化についても研究中である．またそデノレ地震学的な模型

い，岩石などの破壊に際しての前駆現象の研究や測地学的な測量による地かく変動

や地塊運動などの研究を加え，総合的な立場より地震予知理論と方法の確立を目的に研究の推

進をはかっている．

なお，これらの地かく変動観測とは別に，構造物の基礎地盤の変動や地すべり地における地

表面の変動などの地盤変動観測を通じ，地盤に関する災害防禦の基礎研究も行なっている．



4.耐

が国における

4. 酎麓

構造部門

る本邦は，古来幾多の震害の経験をもち，

し，さらにその後におこっ

29 

はわ

しい人的・

され， これが昭和26

3部門として発足以来， となっているー と

もなり，また第 2

物がそ 第 3部門では震災の法

か，鼠災・ ってきたが，次

にま る．

して，当初より テンシヤノレ・エネノレギー

説” われてきた．これは，地震の破壊力の

はそ すなわち，破壊までに貯え得るポテンシヤノレ・

ここネノレギーの大き ることを強調するものであって，後に小

堀・ ・応答解析へと発展せしめられ，そ

よび右i埼教授らによる，；武力の

明らかにするための観測技舗に関する研究からはじめられ，

vこ加わる されたが，この訴究は昭和36年に

となった耐鼠構造部門に受けつがれた．火災に関しては，

らむよる撚焼そのものについての基礎的研究，延時薬・消火斉lj.爆発物の防火・

る誹究など，火災予防・能火ならびに延焼防止に関連した基礎的研究を行なってきた．第 3

門ではまた，曲顕披講造の弾性ならびに塑性解析，アーチの撞限解析，米議鰐築の1n討寝件．ス

カイスクレーパーの按動，

らじて しめ

られることになった．

などが研究されてきた．

つぎに地震による構造物の る おかれることになり，応

・アナログコンピューターによる解法など，

るため と，幾多の構造物に関する非弾性援動解析が行なわれてきた．昭和36年第 3

となって後，主任教授小掘が中心となって，構造物系の応答解析のほか，

動の性愛，すなわち，地震規模・発震および波動伝播機構などに関する問題も探求された．

さらに昭和39年以来若林主任教授，野中助教授，松井助手らによって

とく る となるに至った．これには（1)

るもの，（2) り返し荷重を受ける骨組の性状に関するもの，（3)
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動的塑性性状に関するもの，く4）単材ならびに骨組の弾塑性安定に関するもの，および（5）模

型実験に関する技術的問題に関する研究などが含まれている．

1のものは高層骨組架構が水平力を受けたとき，どのような挙動を示すかを明らかにし，

動的解析を行なうさいの基礎資料とすることを目的とするものである．すなわ

的解析を行なうさいには，先ず実際の骨組をこれと力学的に等価な単純な系 る必要が

あるが，この点に関する知見が欠けていた．建物が高層になるに従い，その下層の柱では鉛産

より大きな軸力を受け，この柱が水平力を受けるとき弾塑性不安定現象を示す．本部門

ではこの点に着目し，主として松井によって大きな鉛直荷重と水平力を受ける骨組の弾塑性安

定に関する実験的研究が数多く行なわれ，多くの成果をあげてきた．また骨組が水平カを受け

たときの弾塑性性状は接合部の変形性状に左右される所が大きいので，接合部に関する研究も

行なっている．

2のものは水平繰り返し荷重を受ける骨組の性状を主として実験的に解明しようとするも

のである．すなわち骨組が地震力のような繰り返し水平力を受ける場合の履歴曲線がどのよう

な形であるかは，骨組の耐震性を判定する大きな要素であることに着富し，実大に近い骨組の

り返し水平力を加えて，塑性変形によるエネノレギーの

さらに耐震要素として設けられる筋かいが圧縮による

る多くの

りによる

びとの繰り返しによってどのよう し，こ

て興味ある らび

した重要なものに高応力低繰り退し間数による疲労破壊の問題がある．すなわ

組の一部に塑性変形を許すとすれば，数回の繰り返しによって高い応力を受けた部分が破断す

ることも予想されるので，この問題についても本年度から研究を開始した．

第 3のものは衝撃的に作用する荷重に対する構造物の挙動，とくに大きな塑性変形性状を調

べるものである．すなわち地震動は周期的な波動の中に信撃的な波が含まれているので，この

ような大きな衝撃的な荷重に対して，骨組がどの程度の塑性変形をするかということは，

の耐震性を判定する上に重要な要素であることに着目し，主として野中により理論的ならびに

実験的研究が行なわれている．現在小型模型に対し，併任の若園助教授の協力のもとに爆薬に

よって衝撃力を加えているが，将来数腐の鉄骨造の実験家屋に対し，爆薬による

て耐震性を判定することも計画している．

を加え

第 4のものは鉄塔などのトラス構造物を構成する圧縮部材および骨組全体としての弾塑性安

定現象を研究するものである．たとえば台風による送電鉄塔の倒壊の原因は，基礎の浮上りに

よるもののほかは，ほとんど圧縮部材の座屈によるものである．当部門ではこれらの点に着目

し，単一部材ならびに組立て部材の座屈に関し，特殊な装震を用いて精密な実験を行なってき

ており，数多くの成果を得ている．さらに鋼材の製造過程において生ずる残留応力が座屈耐力

を減少させることについても，実験的ならびに理論的研究を行ないつつある．
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5むもの

さい

あるが，解析が間難な複雑な構造物を，実験的に究明する

り扱うものである．現在合成樹脂の模型を用いて，複雑な形の

っており，充分信頼できる資料が実験的に得られることが明らかとなっ

た．近く

以上のほ

ついた立体架講などについても研究を進める計画である．

た構造物の調査も重要な研究のテーマとなっており，

り， こjぺしによって

極の目的である．

5.地盤震害部門

3部門，

と地盤の勤特性の関連性を究明し，

じて

うことを在的として昭和39年 4月新設され，小堀教授，

るの

部門から当部門に配置換えとなって研究にきちった．また同年10月に

おける

であっ

組識に加わった．そり後，昭和41年 4月，小揖教授は工学部への配置換えに伴ない，

る研究を

され研究

として研究を行ない，甫井教授，井上助教援，鈴木助手，日下部助手の帯成となった．な

お，昭和40年 4月から福井大学の鳥海教授が非常勤講部として研究を行なっている．

設震以来の研究活動の概要は大略次のとおりである．

(1）地震外蓄しの4在費と地盤の勤特性に関して，主として

と波動媒体地盤の勤特性ならび

を併わせ考えて，構造物とそ

る

ノレ，烈ないし

し、る．

(2) 

と

った．かくして，中ないし

と

ためのそデノレイヒならび

の動的コンブライアンス

そのモデノレ化およ

いし計測的研究も行なっている．

(3）地盤と

よる

物ならびにそ

に対して

と

き，確定あるい

とそれらによる

し戸こ．たとえば，

に対して

ア

と
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き，デ、ィジタノレあるいはアナログ計算機を用いて広範な地震芯答解析を実施し，構造物とその

る種々の基礎資料を得ている．

(4）構造物と基礎地盤の動的耐震設計法につき，原則的には地震発生頻度の大きい中ないし

に対しては確率統計的地震外乱モデ、ルによる弾性許容応答設計法，発生頻度の小さ

い烈ないし激震外乱群に対しては破壊的地震外乱モデ、ノレによる弾塑性終局応答設計法の 2段を

適用するものとし，対応する地震応答解析を中介とする初期構造設計のため

々の構造物ならびにその基礎地盤の詳細な意味で

く動力学特性の適正化の方法等，構造物とそ

礎訴究を行なうと開時に，これらの方法にしたがって数値解析を実施し，

的な種々の結果を得ている．

とそれ

る方法論的基

あるい

なお，以上の諸研究とともに，最近では自然地震とそれによる地盤－構造物連成系の地震芯

答の計測的研究や地盤－構造物系の動特性のうち特に減衰機構とその定量的評価に重点をおい

た実験ないし計測研究も実施して構造物とその基礎地盤の動的耐震設計法の具体化を目指して

いる．

6.水文学部門

る

な協力のもとに，主として第一およ

部教授（現東海大学〉らを中心として

昭和35年であった．

初年震は教授岩塩雄一，助教授石原安雄，

って，

より理学部およ

されてきたが，

と密接

， 速水頭ー

されたのは

よび柿沼忠男であったが， 36年度

柿沼助手が新部門に移り，石原（安〉が教授に高

梓が助教授に昇格し米村正己を助手とし，新しい態勢を整えた．その後， 37年に長毘正志が劫

として加わり，また， 39年に高樟助教授が工学部に転じたので，中J11 t専次が助教授となった

が， 40年に同助教授が宇治JII水理実験所に移り，長尾が助教授に昇格した．さらに，

（藤〉教授，高梓助教授，高木不折講師を併任に，同岩佐義朗教授を研究担当に迎えて現

ている．

本研究部門は洪水災害の実態把握とその水文学的研究を遂行するとともに，合理的な治水計

癌や洪水調節のあり方を研究することを話標としており，このためにつぎのような研究を行な

い，かつ実施中である．

本部門の設立後約 6年であるが，過去約15年間，石掠〈藤〉教授を中心として実施している

由良JIIの水文観測と出水機構の解明を行なった研究は，単位図法のわが国河川への適合性，修

正単位図法の開発，さらには中間流出に着目した雨水流出過程の変化やそれに基づく有効降雨

の分離法，および水理学的な考察に基づく特性曲線法による流出解析法の開発など多大の成果
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絞め，この分野において最先端の研究として世界的に注自されている．

これと並行して，雨水流出および洪水現象の非線型特性を導入した相似型洪水演算器の淀川

〈安〉教授を中心として行なわれ，わが留にお｛ナるこ

され，今日む河Jllの総合管理の基礎を与えた．

し｝つ えて，

(1）出7.Kの解本！？と予知のための降雨現象とくに地域的時間的分布特性の解明．

(2）雨水の損失および流出機構の研究．

(3）持JII流域の地形学的特性からみた集水機講の研究．

(4）自然河道を流下する洪水流の流体力学的研究とくに乱れと粗震係数の研究．

(5）地下水の水文学的挙動とその河川へ る

えの下で，洪水調節と河川堤防と(6）治水計器の合理化へ として，

し

などを行なっている．

さらに，昭和40年より始まったユネスコ主権の国際水文学十年計画に積極的に参加し，

として活動している．関1係部局の協力の下で，びわ湖流域を対象とし

の小流域における雨水流

出，山地地下水む挙動，さら

している．

る とした水収支およ

7.砂防 部門

この部門は山地流域から と る し，それに

る災害の軽減防止対策を研究して，砂防計画の科学的な基礎を確立するため

なうものである．たび重なる洪水災害において土砂流出が一大要菌となっている今日， w地流

域からの土紗流出の予知ないしは，その危険性の予知法の究明が強調されている．

防災研究所においては，設立当初より主として河川災害部門および水文学部門が中心になっ

る必要性から，

てきたが，洪水災害の現状をかんがみて砂防

され，

る総合て河JI

として を加え てい

る．

山地流域からの土砂の生産および流出を究明するためには，その実態を観誤lj研究し，その現

る必要があるので，昭和40年度神通J11上流浦田JII流域に線高砂防観潟所を設

して，山岳流域における出水とそれにともなう土砂の生産・流出の現地観測を実施してい

る．



34 織および研究

この部門における現在の主要研究課題は，次のようである．

1. 山地における土砂生産に関する研究 山地流域からの土砂生産の予知に関する研究であ

って，矢野教授，土屋助教授および奥村助手らは流域の地形・地質学的特性などとの関連のも

とに，土砂流出の危険性の予知法を研究するとともに，穂高砂防観測所において，試験流域内

の崩かいの進行にともなう土砂流出の変化とそれに関連する水質変化など流域内の崩かいの進

行程度に前駆する諸現象の観測を実施している．

2. 土砂流出に関する研究 土砂流出の実態については，穂高砂防観測所を中心として，

野教授らが洪水時の土砂流出機構を研究している．また，土砂の流送機構を根本的に究明する

ために，土産助教授および道上助手は，床面付近における砂醸の運動法則の追求と確率過程と

しての流砂機構を究明し，流砂法員りの確立につとめている．土砂流出の機構を研究するにあた

っては，山腹から河道を流下する砂礁の特性を系統的に調査究明することが必要であるので，

藷田JII流域および大戸川流域を対象として調査している．一方，土砂流出の特異形態である土

に関しては，矢野教援および大同助教授がその非ニュートン流体としての流動特性を究明

して，土お流の71'理学的特性を見出し，その防止対策を研究している．

3. 高々度流域における流出機構に関する研究 海抜の高い山地流域における降水の流出機

講を究明するものであって，主として穂高砂防観測所における現地観測を中心に，

しい流域における降水の実態および水塊分析による出水成分の分離などによって，降雨および

融雪出水の実態を究明して，山岳流域における出水解析法の研究を行ない，土砂流出との

を追求するつもりである．本研究は矢野教授らが祖当するが，融雪出水とそれにともなう

流出の機構については高瀬助教授が担当している．

4. 砂防構造物の水理機能に関する研究 砂防ダムを中心とした砂防構造物の機能設計のた

めの研究であって，矢野教授，土産助教援，大同助教授らは砂防ダム上流の河床変動，土砂調

節機能などを究明している．また，土産助教授は水理構造物周辺の局所洗掘現象とその軽減妨

止対策を理論および実験的に研究している．かくして，流域の土砂生産性の予知との関連から

砂防ダムや山腹工法などの合理的配置計画についても研究を進めるつもりである．

8.河川災害部門

この部門は本研究所創設時に第二部門（水害防禦の総合的研究を行なう部門〉として発足し

たもので，当時は河川災害に対する総合的研究（河道改修，洪水調節，河口改良，砂防，内水

処理など〉および海岸災害対策に関する総合的研究〈波浪， 浸蝕など〉 Tこ

研究部門であった．しかし，その研究課題はきわめて京汎にわたり，未解明の諸問題も多く，

加えるに戦後連年にわたる河川および海岸の大災害が続き，研究組織の拡充の必要に追られ

て，昭和35年には水文学部門が設置され，さらに同36年に海岸災害部門が分離独立するにいた

り， f可川災害の防止軽減を主題とする研究部門になり，同38年 4月河J11災害部門の名称に改正
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され現在に査っている．その間，昭和38年に内水災害部門が同40年には砂防部門が設寵された

ので，従来河J11災害部門で取り扱っていたこの方面の研究はそれぞれの部門で引き継ぐことに

なり，本部門は，これらの部門と密接な協力体制のもとに河川災害の紡止軽減に努めている．

本部門は昭和26年以来矢野勝正教授が担当したが，間40年砂防部門に配寵換えとなり，助教

して担当し現在に及んでいる．助教援としては，昭和初年から向30年まで焔

き足立昭平が任命されたが，足立助教授は同37年名古監大学教授に転麗し，そ

として研究に協力している．昭和37年声田和男が助教授となり，閥的年教授の

とともに村本嘉雄が助教授となって現在に至っている．坊手としては，昭和26年から昭和

37年まで足立，金丸昭治，大間淳之がそれぞれ担当し，現在田中祐一朗，高橋保が担当してい

る．当初この部門の静任教授であった石涼藤次郎は昭和36年水文学部門に転践し，

部門より友近晋が併任教授となったが，時39年逝去された．

の訴究はこのように非常に多くの人々によって推進され，発展してきたが，いずれも

荷J11災害を防止軽減しようとする立場から一貫して行なわれてきた．河川災害の原因は要する

ら流下する流れと流砂あるいは流木に対して，河川がこれを安全に流下させることが

できないことにあり，その防止軽減にはまず河川におけるそれらの

しなければならない．さらに，

などの材料資源として河JII 

に加えられる議々の人為的な’作用とそ

などの水資源あるい

しており，こうした目的から河川

し，矛IJ水面と治水面とを調和させた

おけるこれまでの研究も正にこの課題の解明に向け

ると，矢野，足立らは昭和27～29年に大阪市内向JIIへ

高さを検討した．そり後，貯水池の水理特性およ

洪水時の流木む挙動などの

河川の制禦に努める あるー

られてきたが，そのうち主なもの

，
 

、
1
V
 

比して進める

どを明らかにした．

明らかにし，矢野，

砂流の非 Newton流体として

ている．

また，洪水流に関して

し，その後矢野，

，
 

、
3
U
 

の粗おの移動誤界など し，数多くの成

る 条件， 条件の

あるいは下流端の水位条件を変え

変形に関して における

洪水流の解明に努めてし、る．さらに近年重視されているダムの堆砂の

出，田中は昭和37年～昭和的年に詳細な実験的研究と多くの実習tlについての検討を行ない，

浮流形式の堆砂機構を明らかにし，あわせて堆積過程の実用的解析法を示した．昭和

37年～昭和39年芦田は得道新面変化部の水理特性について総括的な検討を加えるとともにその
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河床変動について実験的研究を行なった．また，芦田，田中は河床変動と安定河道の問題を取

り上げ，河床形態の統計的な把罷と抵抗特性，浮流砂の分級作用，一様河道および蛇行河道に

おける安定な縦横断形状など、の研究を行なっている．村本は開水路流れのご次流について系統

的な研究を進めており，とくに湾曲、流の内部機溝について詳細な検討を行ない，そ

を明らかにするとともに湾曲流の安定性，琴曲部の洗掘機構との関連を追求している．

以上の研究と並行して河J11における災害現象の実態把握や現地観測が重要であって，河川災

害が発生する度に霞ちに現地におもむき，災害状況の調査と検討を行なってきた．昭和初年の

北九州，紀州の大水害，同32年集中豪雨による諒早本明JIIの水害，同33年の狩野川の大水害，

向34年の伊勢湾台風による甚大な治岸災害，間38年裏目本における

による河JIIの被害，同39年， 40年の山陰の水害，同40年集中豪雨による真名JII，揖斐川の土砂

災害などの実態調査を関連部門と協同で行ない，実態の把握と問題点の解明に努めてきた．

在，本部門で取り扱っている研究課題は (1）洪水流，（2）流砂の挙動と安定河道，（3）水理

構造物による河床変動，（4）河道の局所現象に大別できるが，いずれも多くの要素が関係する

あって，現象の要素的分析を行なうとともに，三次元的な側面に注目しつつ問題

の解明につとめている．

なお， IH として，

して，

や実態把握につとめている．

し、，

モデ、ノレ地区に選び，

におけるこれら

本研究部門創設以来の研究組織と研究経過の概要は以上のようであり，これらの成果は河川

における災害現象の把握と防止軽減対策に寄与することが大きいと考えられるが，さらに巾の

広い研究を推進して，河川災害の実態の究明とその｜坊止軽減法の確立につとめたいと考えてい

る．

9. 内水災害部門

人類の大部分が活住地と定め，自活の場としている堤内地には，とくに河川や海岸堤防など

外壁的施設がこう水や高潮などによって破堤するような大災害が起こらなくとも，中小河J11の

はんらん，雨水・下水ないし地下水の越水やたん水災害が多発し，家屋，農工商諸施設の損傷，

所得の激減，衛生環境の悪化など民生上少なからぬ脅威を与えている．とくに近年，社会経済

の繁栄，地域再開発の問題に関連して，その対策の重要性が強く認識されるようになってきて

いる．本部門はこうした堤内地の水害すなわち内水災害の防止軽減に関する基礎的研究を推進

する目的で，昭和38年設置されたものである．

この部門が設寵された当初は，教授矢野勝正（兼任〉，助教授角屋陸，間豊田永次および助

手大橋行三の構成で出発したが，同39年角屋助教授が教授に昇任し，以来部門担当となってい

る．
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この部門の研究内容を大加すると，次の 4課題が挙げられる．

(1）内水機構と災害対策の基礎的研究 内水対策を合理的に行なうには，ま

性を適確に把握することが肝要である．このため部門創設以来その実態観測に意をそそぎ，淀

JI ［水系山科JI［流域〈昭38），同大谷JI［流域（昭39），同古川流域〈昭40）および IH D事業とも

して琵琶湖畔田川流域（詩l:?41)をそデノレ流域として，観測網を整備し，小山地，

よび農地など地目531Jに豪雨時の雨水損失，流出機構ないし内水はんらん機構の解明

ている．また各地に所設する小山地流域，内水地帯における

を行なっている．このほか簡単な実験水路，施設を用いて雨水損失ないしはんら

て基礎的な研究を行なっている．これらの研究は主として

る．

(2）内水

で，こ

る多くの

こう配流れの7］丈理，

排水路の微細土砂水理など基礎的研究を行なわなければならない．こうした

てき

つい

してい

もあるの

樋門の水

いて

は，これまでにも角壁教授が主として検討してきたが，さらに今後と

(3）地下水の挙動とその制禦に関する研究 水・土の災害と

ある．

もつ地下水の研究

も基本的な問題である．これについてはこれまでにも主として を主

題として，中規模サンドモテツレ装霊，ヘレショウ

盆地や大谷川流域などの窮状地において，河JI［と地下水の とくに排水河川の地下水しぼ

り出し効果などを検討してきている．また (1）の問題とも関連して山地流域における雨水の

不飽和浸透の問題の実験的研究を試みている．なお本研究は主として大播助手が担当してい

る．

く4) となる 自然界における

あって，これを計関上どのよう

これまで院も水文統計とく

るかはむづかしいが，

げてきたが，返年では，こ あるとして，その統

計的予測の可能性を換討している．ま とくに内水排除計画の

と 関係をもつので， とした水工計思のO ある．

10.海 災 部門

この部門は，高潮・津波・潮汐その他の水位変動とか，波浪・流れおよび漂砂などの海岸に

おける各謹の水理現象によっておこる、海岸災害を防止軽減するための研究を行なうもので，昭

和36年に新設された．この部門が生まれる契機となったのは，昭和34年 9月に発生し

台風による伊勢湾沿岸の惨但たる大高潮災害と，その翌年 5月におこったチリ

太平洋治岸各地の大きな被害であって，従来，荷JI［災害部門・ 7t文学部門およ

；こよる
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！験所において速水頚一郎教授，石原藤次郎教授および矢野勝正教授らを中心として行なってい

たこの方面の研究を，この新部門によって実施することになった．

当初，教援岩塩雄一・助教授土屋義人・助手柿沼忠男・向井上雅夫が専任であり，併任とし

て教援速水額一郎〈理〉・向山田彦児〈工〉・助教授爵司秀明（理〉・非常勤講師として助教授

（徳島大・工〉の協力のもとに発足したが，昭和40年 4月土屋助教授が砂防部門の新設

とともに配置換えとなり，そのあとに工業教員養成所より助教授野田英明を迎え，また同38年

地形土壌部門が新設されるとともに，速水教援はその部門の併任となった．さらに国司助教授

は昭和41年 8月教授に昇格するとともに併任助教授から研究担当となり，また柿沼助手は同年

10丹立命館大学理工学部へ助教授として転出した．なお，堪木講師は名古監大学を経て現在大

阪大学に在職中である．

これまで，海岸工学および沿岸海洋学として，理学，工学一体となり，強力に研究を進めて

この分野の発展に大きい貢献をしてきたが，ここ数年来取り上げられてきた主な研究課題を述

べると次のようである．

(1）海岸波浪の特性に関する基礎的研究 海岸災害をもたらす主要な外力の一つである短周

期波の基本的特性を明らかにするために，国司は初期状態、における風波の発生，発達過程をJll,

洞水槽および高速風洞7,Kt曹を用いて実験し，注告すべき成果をあげている．一方，岩壌はこう

した波浪が，浅海部に来襲したときの挙動について，クノイド波などの有限振11高波理論を詳細

るとともに，工学的に実用可能な図表を作成し，

での波の特性を明らかにすることに努めている．

(2）海岸波浪の予知に関する研究 当部門はその新設当初から，

って砕波にいたるま

重要課

題のーっとして，この波浪予知の開題をとりあげ，文部省の特別事業費をうけて，

における波浪観測を実施するとともに，資料解析の迅速化をはかるため，特定研究費に

よって周波数分析器を購入し，実験・観測資料の解析にかなりの成果をあげてきた．岩担・柿

詔は砂防部門の土屋，災害気候部門の樋口らの協力をえて，各地海岸の波浪推算，浅海におけ

る波浪予知に必要な海底摩擦係数の推定，波浪スベクトノレおよびその変形特性などの諸問題を

研究し，岩垣・土麗は海底摩擦による波高減衰の問題を理論的および実験的に研究して，浅海

における波浪予知法の確立に勢めている．

(3）高潮に関する研究 台風にともなう高潮は治岸災害の最大原因の一つであり，その実態

を明らかにすることは非常に重要である．国司は境界条件の一つで、ある海面における風の接線

応力を決定するために高速風洞水摺を用いて実験を進めており，海面摩擦係数が風速によって

変化する様子を明らかにした．山田は電子計算機を用いて大阪湾の高潮の研究を進めるととも

に湾の共接現象についても研究を実施している．また，岩埠は宇治川水理実験所の中村の協力

をえて，大阪市内河川への高潮遡上に関する模型実験を行ない，貴重な成果をえている．

(4）海岸堤防に関する研究 以前より海岸堤防および埋立護岸の越波や，法面への波の遡上
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について研究してきたが，とくに，高速嵐洞水捕を用いて越波量に及ぼす風の影響を明らかに

するため，岩塩・井上が中心となって実験を続けている．またこれに関連し，最近では法面上

への波の遡上機構の理論的解析に努めるとともに，訪潮堤やi坊潮7J＼：門に作用する波正の研究も

実験的に進めている．

(5）海岸侵蝕および漂砂に関する研究 海岸の侵蝕や堆賓が起こる現象は，いずれも波や流

れによる底質の移動すなわち漂砂が原密である．こうした現象の研究は，古くから速水・石

らにより，現地観測とあいまって理論的・実験的研究が行なわれてきたが，

よる港湾埋没機構，河口閉塞などの

るとともに，波による砂の移動ならびに砂れんの発生の問題を理論および実験の

南部から究明している．また｛受蝕対策としての海浜の安定化，養浜計画，河口処理，およ

問題をとりあげ，現地調査を行なっている．

(6) 昭和39年度に新潟県大潟町沖の帝

K K  

てきたが，さらに昭和40年度には同町田ツ

して水深 15m地点における波浪観測を続け

に土地を購入し，大潟波浪観測所を設置して

し，

れ・海底地形の変動など，

も利用して，波浪のほか，漂砂・流

を開始した．

11.地盤災害部門

自体の災害ならびに地表・地下構造物の地盤からうける

する研究部門として昭和37年 4月に設置された．地盤は字義通り社会活動の足場であり，しか

もわが罷の地盤状況は軟弱な場所が多いため，その研究範盟も

るものとして， よる地盤災害など

る

ている．これら

ものである．

ための ある ・岩石の物性の訴究が進められ

り部門の研究の一部として行なわれていた

としては，その新設にあたり村山朔部教授が地すべり部門からここに転じ，柴

らとともに研究にあたった．その後，

となり，昭和41年10月現在では八木則男助教授，軽部大蔵助手が本部門に属してい

る．ま として昭和41年 3月末ま 協力し，つい

となっている．

っている研究のうち，おもなものについて略述すると次のようである．

(1）地盤沈下に関する研究 沖積平野にある商工業都市では地盤沈下は戦後産業の復活とと

もににわかに激げしくなり，都市機能を支障するだけでなく，沈下地帯は洪水や高濃の

もさらされるようになった．このような地盤沈下の防止軽減のための研究は，地盤沈下機構を
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明確にして，地下水揚水規制の規準に適切な理論的基礎を与え，規制政策の合理的運用に

るとともに，地盤の沈下趨勢の予測を的確にして，都市建設やその防災施策に明確な指針

ることを話的として強力に進められている．すなわち，地下水の揚水にともなう諸現象

をおもに大規模な模型実験を通じて実験的，理論的に解析するとともに，大i波市において地下

700mにも及ぶ土質試料を採取してその土佐と沈下特性の関係を研究している．これらの研究

成果の一部は公共団体の施策の貴重な資料にもなっている．

(2）地盤の支持力と安定性および土圧に関する研究 軟弱地盤における各種基礎工の支持

力，鉄塔基礎のような引揚げに対する支持力について辻村山教授は柴田助教授，松尾助手とと

もに弾塑性論的解析あるいはレオロジー的観点にたっての理論的解析を行ない，この成果を模

型実験や現位置実験によって検証を行なうとともに 2, 3の形式の基礎に対しては新しい支持

力測定法や解析法を提案した．また村山教授は粘弾性地盤内のトンネノレ土圧の力学的挙動，さ

らに八木助教授とともに吸水性地山の力学特性の研究を行なっている．

(3）動態時の支持力と土圧に関する研究 地震時の地盤災害は，振動自体に起函するもの

と，動態時における土の よるものとがあるが，後者の研究は従来あまりなされていなか

った．村山教授ははやくより

の成果の一部は昭和35年第 2四

手らとともに新らしく

を与え，それらの結果を動態時の

(4）土の応力・変形関係の研究土の

いる．

神大教授〉，柴田助教授らとともに訴究し，それら

どに発表した．ついで，八木助教授，軽部助

し，土の動態時の力学特控の測定に新らたな手段

しようとしてし、る．

うち， 目 して

0土のレオロジー的研究：この研究は柴田助教授を中心に研究が進められ，その成果は海

外にも注居されている．村山教授はこの特性を確率論的に求めることを試み，昭和39年フラン

スにおける土のレオロジーに関する国際シンポジウムに発表するとともにその一部をスェーデ

カノレフォノレニア大学などで講演した．

ii）複合応力状態における粘土の力学特性：従来の三軸試験では求められなかった複合応力

状態における粘土の挙動については柴田助教授，軽部助手によって研究されており．その成果

の一部は第 6回国際土質工学会議に発表された．

iii）砂の変形特性の研究：村山教授は八木助教授とともに従来あまり手をつけられなかった

砂の応力・変形関係を詳細な実験によって解明するとともに理論的にも解析することを試みて

いる．

12.地形土じよう災害部門

本部門は地形の変動と地形を構成する土壌の変質・移動にともなう災害の予知ならびに防止

軽減に関する研－究を対象として，昭和38年に新設された．
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わが霞における地形構成の護雑さは，土壌分布の多岐誌と栢まって，さまざまな形態の自然

災害の潜在的超困となっているから，従来の記述的・地理的な地形学の観点と異なり，

プロセスの解明 おいた微視的・ に立って地形変化の 明らかに

し，そ ることはきわめて

ある．

このような新しい観点に立った研究の必要性は多くの部門に認められ，関連部門の協力によ

って部分的に進められていたが，速水頭一部教授〈｛井任〉は新研究分野を独立し

させるために，本部門の創設に努力し，地球物理学的研究方法の導入をはかつて，奥

た．

そ して えて研究

として昭和41年 3月 までひきつづいて ；こ

した．

昭和41年度よりさら をも導入して研究の進展をはかるために，北野農（名

また，びわ湖湖底地形の研究を進めるために，堀江正

治（大津臨湖実験所助手〉を併径助手に迎えた．

本部門で行なわれている研究の大要は次のとおりである．

(1）基岩の風化と土壌の浸蝕・流出に関する研究 基岩の風化と －流出は山地地

形変化の主閣であり，崩壊災害・河川災害に深い関連がある．

風化に強い影響を及ぼす過去数世紀の が， またプて

りとり地点を科用し，

べて，切りとり

とともに花崩岩の試化と降水流出

め油の水収支の変化を考察した．

また奥田・北野・

する

いる．

(2) 

に深い

から，

て，大戸JII水系・ をつづけている．

おける降水の流出と

プロットを用いて うとともに， よる

る研究 山地における と融解のくり返しは，

る．

ックスを利用して凍結土壌のレオロヂー

・隔の瀬

て

もたらす

凍結の

メカニズムおよびこれにともなう る実験的緋究を進め，そ

凍上の されているが，さらに寒冷山地あるいは山間

路面における凍結現象の実誤IJを試みている．

(3）堆積地形に関する研究 山地から流出した土砂の堆積は，わが国の人口 している
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沖積平野の地形形成の主要素であり，また各種の河川災害・地盤災害に関連が深い．

速水は土砂の苦し流輸送現象の研究を進めて多くの成果をおさめたが，奥田・金成は堆積地形

の発達と水文環境の関連を調べるために，乱泥流の実験・天ケ瀬貯水池における実測，びわ湖

内河口デノレタの航空写真調査等を行なっている．

とくに奥田は河口締切にともなう水文環境の変化を研究し，その成果は各地の締切計画に利

用されている．

また金成は水文要素と堆積の現地測定に必要な概器の開発を試み，超音波テレメータリン

グ・ I塙弼堆積計は実測に利用されている．

さらに奥田・堀江は，びわ湖湖底地形の変遷の研究を行なっている．

13.地すべり部門

本部門は，地すべり・山崩れなどの山地災害の発生機構，災害の性態、ならびに災害防止対策

を究明することを日的とするもので，基礎的研究問題としては，山腹土砂の崩壊機構，斜面安

山津波や土砂流の流動特性と破壊力などがあげられ，これらの研究

ることを自的として，昭和34年 (1959) 4月設置された．地

すべり・山崩れの発生は，田畑の壊滅を招来し，河道の閉塞や，鉄道・道路を阻害することが

しばしば生じ，時には多数の人的損失を招いており，その研究範囲も非常に広いが，

なものとして，地すべり防止工法，地すべり機構および予知に関する研究と，それらの基礎研

究である土の物性・基岩風化の研究を進めている．

これらの研究は，本部門設置以前から行なわれており，佐々憲三教授は， l上IP真一，高田理

らとともに，地球物理学を地すべり研究に適用し，地下構造探査法・土の物性研究を行な

い，さらに降雨と移動の関係を明らかにした．松下進教授は地質学的見地から研究を行ない，

村山朔郎教授・赤井浩一助教授は土質力学的見地からその発生機構や防止対策を研究した．

の組織はその新設にあたり，村山朔郎教授，赤井浩一助教授が工学部より専任として

じ研究を行なった．その後赤井は転じ，柴田徹助教授・松岡輝品助手・軽部大蔵助手が属

した．村山・柴田らはその後地盤災害部門に転じ，昭和 37年 (1962) 4月佐々教授（併任〉・

高田理夫助教授・奥西一夫助手・古沢保助手が，地球物理学的手法を用いて研究を促進した．

昭和38年 (1963) 4月山口真一教授が引き継いで研究を行なづている．高田〈理〉・奥部－

f尺はその後他部門に転じ，昭和41年末現在は，高田雄次助教援・竹内篤雄助手・古谷尊彦助手

が本部門に属している．また谷口敏雄・湊元光春非常勤講師が当部門研究のために協力してい

る．

本部門で行なっている研究のうちおもなものについて略記すると次のようである．村山ら

は，地すべり層に間際水圧の概念を導入して，その増加による流れすべりを確かめ地すべり機

構の解明を行ない，さらに土の電気化学的自結法による防止工法を現地に適用して多大の成果



14. 

をllY.めた．佐々は地すべり移動と降雨地下水｛立の関係を解明し，

た＊高田（理〉は地すべりの前駆現象を伸縮計の変イとからとらえ，

山口は地すべり粘土の物性を解明し，安定計算を行なう
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させ

した．

とともに

地中内部ひずみ計を考案してすべり屈の測定法を完成させ，この解析から

る研究は，内外の注民を集めている．山口・高田（雄〉・竹内は地温分布

測定により地下水旅の探査など，地球物理学的手段による調査法の解析と簡易化の研究を狩な

っている．

，地すべり ，山口・高田・竹

内・ し，気象条件の変化・土の物理的性質の変化等の ・破

・火山性地すべりについて行なっており，研究成果が期待されている．地すべり型の分

・地形地質的研究は，湊元・古谷がえき大な資料解析を手がけており，地すべり・山

険地域閣の作製を店標として研究が着々と進められている．山口はわが留の地すべりの比較研

とどまらず，諸外国の地すべり：i寺桂との比較研究を行ない，さらに地すべり

と務閣について

これら以外に，地すべり調査における

的・応用的研究成果もあるが，ここでは省略する．

14.耐風構造部門

中である．

解析 る

わが国には毎年のように大きな台風が襲来し， そのたびに生じる の被害は少なくな

い．しかしながら台風のような強風に対し， いて

は，いまなお不明なことがらが多い．また最近の建物の大形化， という時代の流れは民

したが，

となり，

した．

ある．したがって ど，この問題の

ある．

4月，第 3部門から分離して， 助教授金多潔，助手Jll村純

という訴究人

ることになった．その後昭和37年Jl ！村助手は転出

としてとどまり，

した後，あらた となり，

ている．

っている研究のうち，おもなものを述べると，次のようなものである．

自然！試の乱れを解析することは昭和33年ごろから第 3部門において行なわれていた．そりと

き製作した計器は非接着型室計を利用した風圧板型風圧計である．この計器は国定した面

する風圧力の分布と時間的変動を測定するのに便利である．その後昭和37年には差動変庄器と
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ベローズを利用したピトー管式差動変圧器風圧計，昭和39年には理学部地球物理学教室と協力

して した．これらの計測器開発の結果，風の舌しれの短周期成分まで測定す

ることが可能になり，まず突風率と風速の評価時間との関係を明らかにすることができた．こ

の に拡張することも可能であるから，風EE力が作用する面の大きさによって設計用

を加減することができるようになった．そのほかこれらの資料から変動のスベクトノレ解

析や，相関関係を求めることによって乱流の構造を解明することも試みている．また振動を生

じやすい構造物に対してはそれに加わる外力として変動スベクトノレを与えた場合の考察も行な

っている．

まえに述べた超音波風速計は昭和40年 5米科学協力の事－業のーっとして， Univercityof 

Washigtonにおいて公開実験を行ない貯評を得た．続く昭和41年には和歌山県白浜の海洋観

測塔において，アメリカ側の計測器も加えて，共同観測を行なっている．

昭和35年第3部門に所属し，その後本部門に引き継がれた吹出し口径 lmの回流型風洞は種々

の実験に用いられている．最初の実験は家産模型の風圧係数を求めることであったが，その結

によっ る風圧力の大きさに違いがあることが判明した．そしてま

たこ おいて正しい風庄係数を出すためには，模型にあたる前の流れが適当な流速

もっていることが必要となるという事実を確認した．つぎには塔状構造物の渦列記よる

いて観測したが， これらの現象は単なる強制振動ではな

く，自励振動の要素が強いことがわかった．そのほか地形の模型を用いて

知ること，模型と実物との相似性を検討すること， もこの｝武澗

は役立っている．

本部門では自然風の観測および，構造物に対する自然風の影響を調べる居的で，昭和37年和

の蔀IU甲に風力観測所（昭和41年風力実験所となる〉を設立したが，その研究活動につい

ては別に示す．

15.災 気候部門

訪災研究所設立当初より異常気候災害の研究部門が要望されていたが諸種の事情で発足は遅

れた．しかし伊勢湾台風，第二室戸台風・北陸豪雪・山陰豪雨などの気象災害は毎年の如くわ

防災研究所でも水害，風害などの研究が着々と成果を収めてきた．この間，これ

等の研究に必要な気象学関係、の事項については主として理学部地球物理学教室の山元竜三郎教

〈防災研究所併任〉から助言され，また関係各部門の中でも気象学の研究にかなりの人と時

間とがさかれてきた．

昭和41年ようやく災害気候部門の増設がみとめられ，中島暢太郎教援が理学部地球物理学教

室における基礎研究と大阪管区気象台における天気予報業務の経験を活かして，この部門を担

ることとなった．また樋口明生助教授が配属されて，訪災研究所での多年の観測と実験の
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と手続を活かして協力することとなった．さらに劫手は後町幸雄と田中正昭が理学部から

となり，後町助手は主として降雨災害の研究を，出

を分担している．

話 く，部門としての研究体制は緒についていたばかりである

カミヨ

は主として次のよう

ある災害の総合的研究を行なうとともに，

日について研究をはじめている．

(1) 

政区間によらず，

ありそ

見地から地域を分割し，その各ブロック

し，

ところか

(2) 

ことも

べく

(3) 

ステム

ト

(4) 

ろである．

ある．

(5) 

いる．

いる．

(6) 

欠である．

をはじめているが，

である．

ための大雨の研究

・盆地などの代表的な地形の

ている．

目的には観灘器械を小地域に集中して観測する

－野州J11流域をそデノレ地区として，持JII 

されており，将来は洪水予報まで一貫し

されることを目指している．また大雨の基礎研究として大気下層の湿ったジェッ

である．

る研究 濃霧もまた局地性の強い気象災害の一つである．

しやすいところ

し，

と拡散の訴究

と拡散を観誤ljL，ま

る

いて

の頻発地であり，この種の研究に便利なとこ

よってその防除法を研究する

さ

も

るため

である．

される

はたして

って

16.的属宇治川水理実験所

と土に関する実験研究を行なうことを目的として，昭和27

したが，以来着々と各種実験施設の建設が進められ，同31年慶施設新営費をもって第一

し，引き続いて校費・科学研究費その他によって施設の拡充・整備が行なわれて

きた．この実験所は主として，災害気候・水文学・砂防・河川災害・内水災害・瀧岸災害およ

よび宇治JII水理実験所の研究員によって使用されている．
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昭和28年初代助教援として着任した足立昭平は向30年第 2部門に配霞換えとなり，

井浩一助教授が工学部より配置換えになり，同34年までこの業務を担当した．昭和31年岩垣雄

より配置換えになって助教授は 2名となったが，開35年，岩場助教援の水文学担当

の昇任に伴ない．植木亨が助教授になった．昭和34年赤井助教授の絃属のあと

より転任した石原安雄助教授は，同35年水文学部門の助教授に配寵換えとなり，その

として角壁睦が助教授に昇任した．昭和36年堪木助教授は徳島大学に較任し，樋口明生が

助教授に昇任した．昭和38年角度助教授が内水災害部門に配置換えになり，その後任となった

村本嘉雄助教授は同40年河川災害部門に転属し，これに伴ない中J11 t専次劫教援が水文学部門よ

り転属した．昭和41年樋口助教授は災害気候部門に配置換えとなり，後任に余越正一郎が昇任

した．以上の結果，現在は中JII・余越両助教授が配属されているが，昭和39年 6月より施設長

の制度が設けられ，初代施設長として矢野勝正教授が就笹し，昭和41年 2月には村山朔郎教授

が就任した．

一方，助手としては，国司秀明が昭和28年10月から32年11月まで，樋口明生が29年 5月から

36年 3月まで，角屋睦が34年 3月から

野田英明が34年 9月から翌年 3月まで，

3丹まで，吉田幸三が34年4月から38年 3月まで，

4月から38年 5月まで，西勝也が36年

4月から41年 3月まで， 4月から翠年 3月まで，余越正一郎が38年 5月から41年

3月まで勤めており， 中村重久が38年4月から，谷泰雄が39年4月から，

3月から勤続している．

本実験所は関係各部門と密接な協力のもとに水および土に関する広範な研究を展開し，わが

閣におけるこの方面の研究の指導的な役割を演じてきた．その主なもの¢みあげると，初代の

足立助教援は研究施設の設計業務を担当するほか，ヱiて理模型実験の基礎をつくり，

は土質実験室・土庄測定装量・地下水槽などの設計を行ない，これらの研究施設を活用し大阪

の地盤沈下の研究，河川堤防の浸透および法面安定の研究を行なった．岩垣助教援は広範な研

して土砂水理学の確立につとめ，堪木助教授ととも

混岸堤防の研究・海浜変形・養浜などの研究，港湾の模型実験など

る調査研

した．石原（安〉

助教授はアナログ・コンピューターの試作，多目的貯水池の操作の研究，降雨の河川流出の研

どを行ない，角屋助教授は水文統計学および農地における氾潜水の水理特性などの基礎的

研究を行なヮた．樋口助教授は砕波・波力など波の持性に関する研究を行ない，ついで，広島

川河口の潮流実験を実施して，層流模型実験の相似則を確立し，また境水道の潮流，名

の潮流，有明海の潮流など潮流に関する一連の実験的研究を行なった．村本助教授は開

水路における乱流構造の研究，直線水路や同心円轡曲水路における 2次流の発生機構と解析に

ついての実験的研究などを行なった．中JII助教授は河川の分水構造物の分流機能の研究，分流

工の流量支艶特性ならびに局所的流れの機構に関する実験的研究，跳水現象の内部機構に関す

る実験的研究を行なっている．余越助教授は，新しく開発したせん断応力測定器を用いた緩こ
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まずこ，

いて，風波の発生・

開水路底面の摩擦変動スベクトノレの研究など

よる注水の研究をはじめ，

っている．｝つ る

し， これを用

った．吉田は，

った；まか， る

に， より

どの緩こう配流水

とともに観測機器の

る

おこなった．毘は，白

よび観測塔付近、海域の水混変動，

る実験的研究を行なっ：

ったほか，樋口とともに，多くの現地観測

ととも

とともに

測

行なった． と

B
K
 

る

カを注いでいる．

るまでのあらゆる段階の

させるべく努力してい

っている．谷は各謹の観測に協力するほか，

してから，山腹・河JII 

水の研究を可能ならしめる実験および水と共存する

るが，既存の装置のうち主なものをあげると，水に関する

発生させ，雨水流出過程を研究するための

における流水や流砂の挙動を解明するため

めの河川実験施設， f可道および貯水池内における洪水流およ

特性や洪水1/JIJ御ダムゲートの自動制御化に関する基礎実験用の小長水路，

るずこ

の

を研究するための内水実験施設，蛇行の発生，発達，断面変化部における

的な現象の解明を官的とする 2次元実験水路，開水路笥出部における流水およ

よる

ど2次元

する

ための大小 2つ

！訣水銘，

の解明など流れ

流砂に関する

うための 20cm

る

おける波の変移，海浜変形，

どを行なうための長水路，

および 50cm

行なうための

よる波の反射，ある

波による底

らひ

た応用的訴究にも利用できる高

るため

し、

質の移動など

に関する るための風潟水槽および越波をも

の変形や漂砂の移動を

よび河口付近の水理現象を研究するための、混洋河口実験施設，港湾における波浪

の遮蔽効果および港湾の最良の平田形状を実験的に見出すための港湾模型実験施設などがあ

る．土に関する研究施設としては，土の物理的性質，力学特性，振動特性など，

する うため 粘土の圧縮あるい るため
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の怪温恒湿室，地下水の揚水による地下水正の低下と地盤沈下との関保などを明らかにするた

めの地盤沈下実験施設，壁体の移動が裏ごめの土圧に対する効果を調べるための土圧実験施

大きい被庄地下水の作用を受けて生ずる地すべり，山崩れなどの現象を研究するための被

圧地下水実験施設，土の動力学的性質を研究するための援動実験施設，および土のいろいろな

特－性を調べるための特殊土性実験施設などがある．なお，河川流域内における流水および流砂

って生ずる諸現象を基礎的かっ総合的に究明することを自的として，昭和39年度

より 4か年計画で河川災害総合基礎研究施設を建設中であるが，本施設が完成すれば，河川関

係の研究の飛躍的な進歩が期待される．

17. 附属桜島火山観測所

桜島火山は有史以来記録に残されている噴火だけでも30数回の多きをかぞえ，特に文明・

永・大正および昭和の各年代には，大量の熔岩を山腹から流出して，大きな災害をもたらした．

昭和30年10月13日，この火山が再び、嬢発噴火して，南岳頂上の！日火口底北部に新火口を形成し

た．そして翌31年 4月頃から，パン皮状火山弾が放出されるようになり，新しい熔岩が地表に

向って上昇しつつあることが明らかになり，地元民の不安は日毎に増大していった．この年の

5月，当時の防災研究所兼任教援佐々憲三は地元の要請もあって，第一部門より研究者を派遣

し，

必要性を痛感し，

した．そして本格的に

たてた．

すすめる

・文部省関係官

の方々の御協力を得て特別事業費が交付され，年々地震計・傾斜計・伸縮計・検潮儀その他各

よる観測設備が強化され，昭和35年 4月には京都大学防災研究所附属桜島火山観測所

として正式に発足し，助手藤原俊郎が赴任し， して観測研究を行なった．昭和37年

4月には，

下の火山

つづけている南岳頂上から北西2.8kmに位置し，霧島・開問皆等の

さめることのできるハノレタ山頂上に新観測所が完成した．そして併任所長

・助手江頭庸夫・西 潔によって，火山：爆発の機巧および予知

る研究観測を行なうための基礎的体制ができ上った．

昭和39年 4月古川宗治教授が佐々所長退官のあと所長を併任し，年々設備が充実され，昭和

40年 4月にはこれまで得られた貴重な観測資料を保管整理しておくための資料保管室鉄筋平麗

(79mりが新築された． 昭和41年 6月には現地に常駐して訴究観測を行なってい

助教授が所長を併任することになった． そして従来から活動していた南岳火口底の A火口の

培かに，南岳南々東火口壁に新しく成長しつつある B火口の活動が活発になってきたのに対処

するため，黒神観測室（鉄筋平屋建48.9mりの建設が行なわれており，ここを基地として黒神

地区の観測網の強化が計画されている．現在国，写真〈研究所の土地，建物および施設の項参

照〉および表－ 1に示したように，本所の外に談島内外の各観測室に，各種計器を設置して常

時観測が行なわれている．その主なる項目は次の通りである．
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(1) 火山性地震の多点観測．

(2) 爆発噴火による衝撃波の観測．

よび検潮犠による地盤変動の常時観測．(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

（？〉

よる

これらの観測・

よ

測定．

よる

ることによって，

火山噴火予知およびその機巧の究明

いても研究して地下ュネノレギー

自的とし われている．

表－1 桜島火出観測所施設一覧表

名 称 所在地

1. 本 pfr

る

る

いての究明

49 

いて研究し，

い，火山災

2. 引ノ平地 計室 j // 引ノ平 SH－立型電磁式地震計3成分．電磁式徴気圧計．

3. 北 岳 観 測室 // 斗レ i千 SH一立型電磁式地震計 1成分． 水平振子型額斜

4. 小池地震計室； // 小泊 SH-II型電磁式地震計1成分．

1-1－ム -f'-1ゐ普段壬ム円亡作I一、
5. 袴腰観 tuU 室 // 

6. 袴膜検討詰l議室 // 

7. 黒神観測室麗見島市東桜島黒神町

8. 冷水観測室

9. 島観測室
)'3三

10. 昭和溶岩地震計s窓 鹿児島市東桜島黒神町 : PK-llOV電磁式地震計 1成分． （建設中〉

11. 権現山地震計 室 ／／ PK-llOV電磁式地震計 1成分． （建設中〉

12. ~品 111 :ttg 許室 // 

13. 口之永良部検潮議室；
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18. 附属鳥取微小地震観測所

鳥取微小地震観測所は，全国的な「地震予知研究計画j にもとづき，昭和39年，

より鳥取市内護寺に設置された．地震予知方法確立の緊急性は特にわが国においては論をまた

ないところであるが，地震予知計画中の有力な方法として微小地震観測が挙げられており，計

画の実現が推進されてきた．防災研究所では，昭和37年度に設備費および観測所新営費が交付

され，ついで39年度に附麗研究施設として官制がひかれて，定員 4名（助手 l，技官し

2）が配寵された．昭和39年一戸時雄教援が初代所長を命ぜられたが，同40年交代して，

兆方教授が所長となった．現在岸本所長の下に見野和夫助手が観測・研究にあたっている．現

在当観測所はその管下に11か所の観測室を存し，主として近畿地方北半部・中留地方東部にお

ける微小地震の常時観測を分担している．これらの観測室の所在地および設置されている

は表－ 2に示されている．

表－2

観観測所測およ室び 所 在 地 観 誤1 器 械

鳥取微小地 観測所：鳥取市円誰寺公園墓地内｜ 1成分

3成分

船 間 観誤日 ：鳥取県八頭郡紐llliJmJ ； 高感度電子式地震計 1成分

三日月 ／／ （兵輔佐用郡三日月町 問 上 3成分

氷 上 // 兵庫県氷上郡氷上町 開 上 1成分

大屋 ／／ 兵賭県養父郡大屋町
同 上 3成分

泉 ／／ 兵庫県加西郡泉町
同 上 1成分

τ向主ず 槻 支 所 高間機武市山地奈震佐観涼測理学所部内附属
短（周期万5ン万電倍ジ倍磁スフす式イタす地ノーレ書震増ム方記計巾式録器〕

3成分

トラ2 式方地式〉震計 1成分
(2. 

妙見 観測室 大阪府豊能郡能勢町 トランジスタ 1成分
(2. 

八 木 ／／ 京都府船井郡八木町 間 上

京北 // 京都府北桑田郡京北町 間 上

上賀茂 // 

京理測学所都市部内北附属区上上賀賀茂茂本地学山町観， 
向 上

岩患山 // i滋賀県甲賀郡申南町 同 上

微小地震観測による大地震発生の予知のためには，絶えず微小地震の活動状態に注意、し，そ

の発生の性費を明らかにするとともに，もし異嘗があれば速やかに検出しなければならない．

そのため， 11か所の観測室は土地の雑微動の少ない山間部に堅い岩盤を選んで設寵されてい



19. 附属

る. I討表に示すように地震計はきわめて

によりきわめて高く維持されている．

このよう

との協力の下に，

51 

も，結えざる

おいては地殻変動・

ど

の地域的・時間的変化状態，大地震と微小地震との それによってこ

どの関

さらにそ

らの

を関らんとするものである、

19. 附属上宝地殻変動観測所

として昭和的年 4月 1日

より設置されたもので，定員 3名（助手 l，技官 l，雇員 1）が記置され，施設としては観測

観溺ドームおよび観測用坑道の 3部分から成っている．観測所本館とドームは岐阜県

の第四紀火山諜凝灰岩および際層より成る標高600メートノレの台

地上

メートノレである．

る．

ものは，ジオデメーター

2成分，

1 

測および研究が行なわれている．

i ) 観測

iii) 

iv) 地殻変動観測資料の よび解析

の研究

ほかに，防災研究所では

なっており，省令によって

と呼んでいるが，観測室の所在地，

，床面積は106平方メートノレ，敷地は2,658

ヌケの花出岩山体に掘さくしたもりで，

1 

3成分，ひ

されており，これら して次の観

内

るために，それら

3に去したとおりである．

表－ 3 地殻変動観瀦所・観測室・検潮月！？一覧

器械

自動記録読取装
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38 必 J140 臼 I 16 I 230 

豆長岡静岡県田方郡伊草長岡I35 02 138 56 I 50 I 25 

37 48 1139 29 I 385 I 125 

36 21 /137 19 I 483 I 400 

35 05 i135 48 I 280 I 30 

賀 j_ -i苗地町京都，学市理観北学測部所区上附内賀属茂上賀本山茂13' 04 1130 40 I 190 I 10 

35 481135 49 I 90 ! 35 

10 

34 13 136 引 3:)0i 80 

lli紀 33 52 135 53 90 I 60 

33 27 1135 46 10 i 5 

131曲 10 30 

141大 浦；和歌山市商浜大浦町 I 34 11 1135 10 I 50 I 10 

1屯鶴 34…5 40 I 150 I 30 

1生 野：兵庫県朝来郡生野町 I35 10 1134 50 i 365 I 180 
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20. 附属白浜海象観測所

も時間的にも大きく変動する

い船舶やブイによる観測だけ

またなければならない点

，昭和

大洋にくらべて，いろいろ

ので，沿岸海域の本格的な研究には，

では不十分で，海底にしっかり臨定した足場による

が多い．このため，防災研究所では，

出浜沖合の梅中に，わ

し， 36年慶およ

た．それまでは，併笹教授速水原一郎，併任助教授国司秀明とともに，

この研究を担当してきたが，昭和41年 4月から

また速水教授は昭和41年 3月をもって

岳

られてきたが，昭

となっ

より

した．

これをひきつぎ， 8 

丹から としてこの研究にひき ることとなっ 7こ．

．風向・鼠速・水温・

してあり，

－潮位・

内部記

この観測塔には，

波浪・流向・流速・プランクト γ

おさめられている．この塔での観測から，すでに多くの成果が得られているが，なかでも数百

ないし十数日に一四位の割合で‘水温の急激な上昇あるいは下緯が起こり，こ

として，最も重要な溜水交流の問題と密接な関連があることや，台風域からぬけだしてくるう

ねりのスベクトノレを調べると， 台風域内に生じている風波のスベクトノレは単一のピークでな

く，台風の強さとその移動速震に関連すると考えられるごつのピークをもっていることなどが

された．これらはいずれも全く新しい知克であって，さらに詳細な追求がなされている．

観測所としては， 昭和41年度に約200坪の土地を購入し， 42年度には訴究室を建てる

ある．一方この塔を中心とした研究をさらに有効に推進させるために，さしあたって

観測に最も適した装慌をもっ数トン程震の観鵠踏を軸とし，湾内の塔の対岸と，紀伊水道をは

さむ四

ねられている．

し，さらにその中間に計測ブイ る

21. 附属潮rh甲風力実験所

本実験所は，和歌山県串本町潮岬にあたって，自然風の性状およびその建築物におよ

る施設で，この種の実験施設としては，わが霞最初であり，現在まで唯一のもので

ある．本実験所は，昭和36年度文部省災害科学研究事業費により，最初風力観測所として発足
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した．当時の敷地は，地元串本町の好意、により貸与された約2,500m2で，その後財団法人建築

研究協会の寄附により観測室および給水塔が，さらに民間数社の寄附により実験用家監3棟が

された．昭和37年には一応の研究設備がととのい，研究をはじめた．昭和40年度には，そ

れまでの敷地を含む約 4,100m2を買収し，さらに昭和41年度から専任職員 3名の配置が認めら

れ，潮岬風力実験所として防災研究所の附属施設となった．初代施設長には，耐嵐構造部門の

石崎溌雄教援がなり，専任の助手として，花房竜男が採用され，現在に歪っている．

本実験所は，耐嵐構造部門の研究課題のうち実験的分野の研究を主として受持つており，一

般気象器械の他に，罰十嵐構造部門において開発された各種新型計測器械が設置されており，こ

れらの計測器械を用いて自然、風の常時観測や，台風期などには，実験用構造物あるいは模型を

使って各種の実験を行なっている．

本実験所の挙げた成果の主なものは次のとおりである．

(1) 各種風速計の比較 現在一般に用いられている各種の風速計は自然風の中では向ーの

指示をしない．本実験所ではこれらの比較実験を行ない． その定量的な差についての資

(2) 自然風の乱れの構造の観測 耐風構造部門において開発した超音波風速計等を用いて，

自然j試の極く細かい変動まで観測し， それらを統計的に処理して一般的な岳然風の乱れ

明らかにすること ている．

(3) 構造物に作用する に作用する風力を知ることは構造物設計上きわ

めて重要な問題であり，

変化， 空間的分布あるいは室内庄の変動等を測定し，

る の仮定をより正確にするための資料を提供しつつある．

る風圧の時間的

いられてい
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第 3章研究所刊行物

として， Bulletin of the Disaster Prevention Re-

search Institute ( B 5判，歌文，年4回 Partl～Part 4を刊行，うち Part4はそ

らび

このほ

行なっている．

および 年報を刊行し， および

している．防災研究所の研究業績も日々増大していき，昭和41年 3月

論文数64絹，総ページ数 777ページに及んで‘いる．

し，研究所の組織， よび研究活動などの紹介を

までに刊行したものは次のとおりである．

1. Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute 

Volume 1 (1951-52) 

No. 1 On the Propagation of Flood Waves, by Shδitiro Hayami, 1951. 

No. 2 On the E妊ectof Sand Storm in Controlling the Mouth of the Kiku River, by Tojiro 

Ishihara and Yuichi Iwagaki, 1952. 

Volume 2 (1952-53) 

No. 3 Observation of Tidal Strain of the Earth (Part I), by Kenzo Sassa, Izuo Ozawa 

and Soji Yoshikawa. And Observations of Tidal Strain of the Earth by the Extensomか

ter (Part II), by Izuo Ozawa, 1952. 

Volume 3 (1953-54) 

No. 4 Earthquake Damages and Elastic Properties of the Ground, by Ryo Tanabashi 

and Hatsuo Ishizaki, 1953. 

No. 5 Some Studies on Beach Erosions, by Shoitiro Hayami, Tojiro Ishihara and Yuichi 

Iwagaki, 1953. 

No. 6 Study on So:n= Phenomena Foretelling the Occurrence of Destructive Earthquakes, 

by Eiichi Nishimura, 1953. 

No. 7 Vibration Problems of Skyscraper. Destructive Elements of Seismic Waves for 

Structures, by Ryo Tanabashi, Takuji Kobori and Kiyoshi Kaneta, 1954. 

Volume 4 (1954-55) 

No. 8 Studies on the Failure and the Settlement of Foundations, by Sakuro Murayama, 
1954. 

Volume 5 (1955-56) 

No. 9 Experimental Studies on Meteorological Tsunamis Traveling up the Rivers and 

Canals in Osaka City, by ShoitirδHayami, Katsumasa Yano, Shohei Adachi and Hideaki 

Kunishi. 1955. 

No. 10 Fundamental Studies on the Runoff Analysis by Characteristics, by Yuichi Iwa-

gaki, 1955. 

No. 11 Fundamental Considerations on the Earthquake Resistant Properties of the Earth 

Dam, by Motohiro Hatanaka, 1955. 

No. 12 The E旺ectof the Moisture Content on the Strength of an Alluvial Clay, by Sakuro 

抗urayama.Koichi Akai and Toru Shibata, 1955. 

No. 13 On Phenomena Forerunning Earthquakes, by Kenzo Sassa and Eiichi Nishimura, 

1956. 

No. 14 A Theoretical Study on Differential Settlements of Structures, by Yoshitsura Yokoo 

and Kunio Yamagata, 1956. 
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Volume 6 (1956-57) 

No. 15 Study on Elastic Strain of the Ground in Earth Tides, by Izuo Ozawa, 19:57. 

No. 16 Consideration on Mechanism of Structural Cracking of Reinforced Concrete 

Buildings Due to Concrete Shrinkage, by Y. Yokoo and S. Tsunoda, 19:57. 

No. 17 On the Stress Analysis and the Stability Computation of Earth Embankments, by 

Koichi Akai. 1957. 
Volume 7 (1957-58) 

No. 18 On the Numerical Solutions of Harmonic, Biharmonic and Similar Equations by 

the Di在erenceMethod not Through Successive Approximations, by Hatsuo Ishizaki, 19:57. 

No. 19 On the Application of the Unit Hydrograph Methoj to Runo主Analysisfor Rivers 

in Japan, by Tojiro Ishihara and Akiharu Kanamaru, 1958. 

No. 20 Analysis of Statically Indeterminate Structures in the Ultimate State, by Ryo 

Tanabashi, 1958. 

No. 21 The Propagation of Waves near Explosion and Fracture of Rock (I), by Sδji 

Yoshikawa. 1958. 

No. 22 On the Second Volcanic Micro-Tremor at the Volcano Aso, by Michiyasu Shima, 

1958. 

Volume 8 (1958-59) 

No. 23 On the Observation of the Crustal D=formation and Meteorological E任ecton It 

at Ide Observatory, and On the Crustal Deformation D:.ie to Full Water and Accumulat-

ing Sand in the Sabo・Dam,by Michio Takada, 1958. 

No. 24 On the Character of Seepage Water and Their Effect on the Stability of Earth 

Embankments, by Koichi Akai, 1958. 

No. 25 On the Thermoelasticity in the Semi-infinite Elastic Solid, by Michiyasu Shima, 

1958. 

No. 26 On the Rheological Characters of Clay (Part 1), by SakurδMurayama and Toru 
Shibata, 1958. 

No. 27 On the Observing Instruments and Tele幽metricalDεvices of Extensometers and 

Tiltmeters at Ide Observatory, and On the Crustal Strain Accompanied by a Great 

Earthquake, by Michio Takada, 1959. 

No. 28 On the Sensitivity of Clay, by Shinichi Yamaguchi, 1959. 

No. 29 An Analysis of the Stable Cross Section of a Stream Channel, by Yuichi Iwagaki 

and Yoshito Tsuchiya, 1959. 

Volume 9 (1959-60) 

No. 30 Variations of Wind Pressure against Structures in the Event of Typhoons, by 

Hatsuo Ishizaki, 1959. 
No. 31 On the Possibility of the Metallic Transition of Mg'.) Crystal at the Boundary of 

the Earth’S Core, by Tatsuhiko Wada, 1960. 

No. 32 Variation of the Elastic Wave Velocities of Rocks in the Process of Deformation 

and Fracture under High Pressure, by Shδgo Matsushima, 1950. 

No. 33 Basic Studies on Hydraulic Performances of Overflow Spillways and Diversion 

Weirs, by Tojiro Ishihara, Yoshiaki Iwasa and Kazune Ihda, 1960. 

Volume 10 (1960-61) 

No. 34 Volcanic Micro咽tremorsat the Volcano Aso, by Michiyasu Shima, 1960. 

No. 35 On the Safety of Structures against Earthquakes, by Ryo Tanabashi, 1960. 

No. 36 On the Flow and Fracture of Igneous Rocks, and On the Deformation and Frac-

ture of Granite under High Confining Pressure, by Shogo Matsushima, 1960. 

No. 37 On the Physical Properties within the B-layer Deduced from Olivine-model and on 

the Possibility of Polymorphic Transition from Olivine to Spinel at the 20° Discontinuity, 

by Tatsuhiko Wada, 1960. 

No. 38 On Origins of the Region C and the Core of the Earth －・四Ionic帽Intermetallic-

Metallic Transition Hypothesis-by Tatsuhiko Wada, 1960. 

No. 39 Crustal Stucture in Wakayama District as Deduced from Local and Near Earth-

quake Observations, by Takeshi Mikumo, 1960. 
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No. 40 Earthquake Resistance of Traditional Japanese Wo'.)den Structures, by Ryo Tana-

bashi, 1960. 

No. 41 Analysis with an Application to Aseismic Design of Bridge Piers, by Hisao Goto 

and Kiyoshi Kaneta, 1960. 
No. 42 Tilting Motion of the Ground as Related to the Volcanic Activity of Mt. Aso, 

and Micro蝿Processof the Tilting Motion of Ground and Structure, by Yoshiro Ito, 1961. 

No. 43 On the Strength Distribution of the EarthラsCrust and the Upper Mantle, and 

the Distribution of the Great Earthquakes with Depth, by Shogo Matsushima, 1961. 

No. 44 Observational Study on Microseisms (Part 1), by Kennosuke Okano, 1961. 

No. 45 On the Di庄ractionof Elastic Plane Pulses by the Crack of a Half Plane, by Michト

yasu Shima, 1961. 

No. 46 On the Observations of the Earth Tide by Means of Extensometers in Horizont“ 

al Components, by Izuo Ozawa, 1961. 

Volume 11 (1S61-62) 

No. 47 Observational Study on Microseisms (Part 2), by Kennosuke Okano, 1961. 

No. 48 On the Crustal Movement Accompanying with the Recent Activity of the Volcano 

Sakurajima (Part 1), by Keizo Yoshikawa, 1961. 

No. 49 The Ground Motion Near Explosion, by Sδji Yoshikawa, 1961. 

No. 50 On the Crustal Movement Accompanying with the Recent Activity of the Volcano 

Sakurajima (Part 2), by Keizo Yoshikawa, 1962. 

No. 51 Study on Geomagnetic Variation of Telluric Origin, by Junichiro Miyakoshi, 

1962. 
No. 52 Considerations on the Vibrational Behaviors of Earth Dams, by狂atsuoIshizaki 

and Naotaka Hatakeyama, 1962. 

No. 53 Some Problems on Time Change of Gravity (Parts 1 and 2), by Ichiro r匂kagawa,

1962. 

No. 54 Nature of the Volcanic Micro制Tremorsat the Volcano Aso, Part 1. Observation 

of a New Type of Long-Period Micro-Tremors by Long-Period Seismograph, by Kosuke 

Kamo, 1962. 

No. 55 Nature of the Volcanic Micro附Tremorsat the Volcano Aso, Part 2. Some Natures 

of the Volcanic Micro-Tremors of the 1st kind at the Volcano Aso, by Kosuke Kamo, 

1962. 

No. 56 Nonlinear Torsional Vibration of Structures due to an Earthquake, by Ryo Tana-

bashi, Takuji Kobori and Kiyoshi Kaneta, 1962. 

Volume 12 (1962-63) 

No. 57 Some Problems on Time Change of Gravity (Parts 3, 4 and 5), by Ichiro Naka-

gawa, 1962. 

No. 58 A Rotational Strain Seismometer, by Hikaru Watanabe, 1962. 

No. 59 Hydraulic Model Experiment Involving Tidal Motion (Parts l, 2, 3 and 心， by

Haruo Higuchi, 1963. 

No. 60 The 主任ectof Surface Temperature on the Crustal Deformations, by Shokichi 

Nakano, 1963. 

No. 61 An Experimental Study on the Generation and Growth of Wind Waves, by Hideaki 

Kunishi, 1963. 

No. 62 The Crustal Deformations Due to the Source of Crack Type (1), by Shokichi 

Nakano, 1963. 

Volume 13 (1S63-64) 
No. 63 Basic Studies on the Criterion for Scour Resulting from Flows Downstream of 

an Outlet, by Yoshito Tsuchiya, 1963. 

No. 64 On the Diffraction of Elastic Plane Pulses by a Crack of a Half Plane (Three 

Dimensional Problem), by Michiyasu Shima, 1963. 

No. 65 A Study on Runoff Pattern and its Characteristics, by Tojiro Ishihara and Taku幡

ma Takasao, 1963. 

No. 66 Application of Extreme Value Distribution in Hydrologic Frequency Analysis, by 
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Mutsumi Kadoya, 1964. 

No. 67 Investigation on the Origin Mechanism of Earthquakes by the Fourier Analysis 

of Seismic Body Waves (I), by Yoshimichi Kishimoto, 1964. 

No. 68 Aseismic Design Method of Elasto-Plastic Building Structures, by Takuji Kobori 

and Ryoichiro Minai, 1964. 

No. 69 On the Artificial Strip Roughness, by Shohei Adachi, 1964. 

No. 70 Application of Probability Theory of Two暢Dimension3 in Determining Design 

Flood, by Yasuo Ishihara and Masashi Nagao, 1964. 
Volume 14 (1964-65) 

Part 1 (August, 1964) 

No. 71 On the Relation between the Activity 0£ Earthquakes and the Crustal Deforma-

tion in the Yoshino District (including the Short History 0£ Professor Eiichi Nishimura), 

by Eiichi Nishimura. 

No. 72 On the Landslide Mechanism of the Tertiary Type Landslide in the Thaw Term, 

by Yuji Takada. 

No. 73 On River Bed Variations and Stable Channels in Alluvial Streams. by Kazuo 

Ashida. 

No. 74 On the Design Wind Force of Steel Stacks, by Yoshitsura Yokoo and Hatsuo 

Ishizaki. 

No. 75 Study on the Relation between Local Earthquakes and Minute Ground Deforma-
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参 考

財団法人防災研究協会

(1）設立の経 過

昭和20年の終戦後直ちに，わが国においては今後

災害がますます加重され，本学の災害関係研究者の

間で総合研究による研究の推進について話し合っ

た．その結果，昭和21年に京都大学総合研究体制自

然科学部第8班（災害予防および軽減に関する研

究〉が組織された．そのときの組織はつぎのとおり

である．

班長理学部教授佐々憲三

研究員理学部教援撰山次郎，理学部教援熊

谷註ー，理学部教授宮地伝三郎，工学

部教授期橋諒，工学部教援石原藤次

郎，工学部教援小田一郎，工学部教授

林重憲，農学部教授村上恵ニ，理学部

助教授西村英一，理学部助教援春本

篤夫，工学部助教授横尾義貫

本研究班で最初に手をつけたのは，戦時中に大き

な被害を出した東漉大地震と三河地震に関する研究

であって，被害地区広おいて人工地震波による地下

構造の決定と木造家震の被害率分布について詳わし

く調査し，さらに震寄と地盤との関係を暁究した．こ

の調査研究は，佐々，棚橋，お原の 3研究室から 2,3 

名ずつの研究者を出しあって，緊密な共同研究を行

なったものであった．その後各方面の研究活動に対

しても，開設な方式による共開研究がなされてきた．

昭和21年12月21日に，甫海大地震が起こり，大き

な被害を出し，ますます震災の防止軽減の必要が痛

感されたので、ある．年を越えて翌22年初頭に，京都

府地震対策委員会が設けられ，われわれの総合研究

班に多くの調査研究が委託されることになった．

このような状況にかんがみ，期罰法人訪災研究所

の設立を企画したので、ある．昭和22年2丹日本建設

工業会大波支部長より，日オ語法人設立資金として12

万円の寄付を受けたが，そのうちの10万円を基本財

産として設立の準備が始められた．さらに，向藤ニ

郎氏より 1万6千円，京都府地震対策委員会々長ょ

っ「地震およびその被害ならびに震災予訪について

の基本的研究調査費」として50万円の寄付があり，
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これらを事業資金として昭和22年8月羽田付で，貯

開法人防災研究所設立許可申請書を京都府知事を通

じて文部大臣宛提出した．

昭和22年10月13日付で財団法人の設立が許可さ

れ，関年11月14日笠記を完了し，ここに，財団法人

訪災研究所が設立されたので、ある．設立時の役員は

つぎのとおりである．

理事長鳥義利三郎

理 事佐々憲三，林重憲，石原藤次部，関

橋諒，本田弘人

監 事内藤敏夫，横田実

主 事本田要太郎

嘱 託芋田徳太郎

事務鱗託山田保夫

(2）事業の概要

本財田法人は，設立頭初より多くの事業を行なっ

てきたが，学術上の調査研究を行なうために研究組

織をもつことになり，昭和23年2月281ヨに下記の所

員を委嘱した．

理学部教授 佐々 憲主主，荒勝文策， j雲山次部，宮

地法三郎，滑JII忠夫，問中憲三

工学部教援林重憲，石涼藤次郎，棚橋諒，

国井修ニ郎

農学部教援村上恵ニ

理学部助教援速水頚一郎，西村英一

工学部助教授横尾義貫，岩井重久

九州大学工学部教授松尾春雄

戦災後興院技術研究所技官竹山謙三郎

佐々憲三がその長として，各種の運営事務を担当

し，各研究員は別項に示すように多くの調査研究を

共関して実施してきた．昭和24，おおよび26年度と

3由続けて，京都大学に訪災研究所設置のための予

算要求が提出され，昭和26年度にその設立が認めら

れたわけで、あるが，本射団法人における災害の防止

軽減に関する調査研究がこれに多大の設献をしたの

は当然のことであった．京都大学に訪災研究所が附

寵された機会に，昭和26年 7月16日名称を期間法人

防災研究協会と改ため今日vこ至っている．昭和41年
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8月1自現在の役員はつぎのとおりである． 嘱 託丸田義雄，松村一範

理事長奥 田東 刊行物

専務理事佐々憲三 本財団法人において行なわれた調査研究の成果

成務理事石原藤次郎〈訪災研究所長〉 は，財団法人防災研究所研究報告として第1号から

会計理事佐々憲三（兼〉 第3号まで刊行されたが，その後に行なった研究成

理 事棚橋諒，林重憲，矢野勝正，村山 果の主要なものは各種の学会および京都大学防災研

期郎，横田実 究所 Bulletin，年報などに発表され，また調査研

監 事西間木久郎，内藤和美

主 事藤井権

究終了後各種の報告書として報告され，斯界に多大

の貢献をしている．
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謂査研究

本慰問法人設立頭初より現在までに行なった調査研究は表－ 1のとおりである．
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表－ 1財団法人防災研究所および防災研究協会による調査研究
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本

ル

和
査
日
ピ

605, 

策対震地府

会

県

部

員

島

京

委

徳

飢 2601京都市

100，叫大阪府

450,000：和歌山県

79, 7251 

昭和25年度 ； ！ 

水源調査に関する物理！ 13, 5451長浜市
探鉱調査 1 I 

国道問線地とり罵厚（却0,00
誤5定 I j 

地震およびその被害な： ；京都府地震対策
らびに震災予防につい； 124, 0001委員会
ての基本的研究調査 • I ！ ；  

j 泉南海岸侵蝕調 I

泉南海岸侵蝕調査 j 43,500；査会

； ！田園地盤変動調；
四国地盤調査 I 320, 0001査委員会 ； 

克島湾潮汐研究調査 I 100, 0001岡山農地事務局；

i j中国，四国地方 i
江岬性波地質調査 i肌 0001逼設局

i年度 I I 
調査 I 150, OOOi近畿地方建

！ ！田園地盤変動調！
四国地盤変動調査 i町内査会 ！；会工地震による地下探； 2比

地盤調査用計器試作 I 109, s101徳島県 Ii宜

京都市内土質調査 I 25, oool輯電気通信管！ I弾性波縦波速度測定 I 34, 

；泉南海岸授蝕調！ I神戸中央電報局外庁舎
218, 8001査会 11強度試験

［ i：全国災害復旧促 11陣原ダム骨材地点地質
北海道災害土木調査 I 100, 0001進連盟 l調査

昭和2(

亀の瀬地質

泉南海岸侵蝕調査

昭和29年度

銅山JII地とり地帯物理
i地質調査

長崎県下地盤調査

足崎市内の地下水圧変 1280, 
動調査 ； 

尼崎港防潮堤の沈下測
定

由良J11水文調査

建物および敷地按動検
査

野友石塊堰堤原石採取； 110, 
地点地質調査

鴨川水文学的研究に関； 200, 
する調査

調査研究事項

昭和27年度

大阪市における地盤変
動調査

亀の瀬地質調査

地盤沈下変動調査

神戸市外電話局調査

構造物基礎の防災工学
的研究

高潮7.K理実験研究

尼ケ崎工場地盤調査

石川県下地盤調査

準岸侵蝕調査

大阪地区地盤沈下調査

昭和28年度

堰堤！芯力測定研究

地下水注入調査

大阪府高潮水理実験

i地下構造調査

；叡山超短波中継所振動
；試験

埼玉県下地とり調査

大臨地陸地盤調査

来高潟岸｛受蝕調査

大戸JII流砂量調査

土質試験費

委 託 者

近畿地方建設局

// 

70, 

100, 

20, 

280, 000＼近畿電気通信局

肌 ooo！西松建設は



大井Jf［筋赤松地区地下
水調査

尼崎市地下水揚水調査

下津工場地

昭和初年度

大i波地盤沈下調査

鴨川改修計画調査

EB良JII水文調査

船場局建物振動調査

寝罷JIi摸型実験

よる振動拝客調

淀川洪水追跡アナログ
コンピーター試作研究

京都市工業用水調査

大阪地盤資料整理

姫路城天主関振動調査

錦出jI i筋崩壊調査

昭和31年度

大阪地盤沈下調査

渋JI！傾斜計調定

出来島団地土質試験

地盤変動調査
菅 円 F吻同桶 『 』L ＝，副1-M C士宮 A 寸ム

阪急百貨店土質試験

}31］時高原物理探査

616, 000！中部地方建設局

657，即C［日0: グ

150, j東北地方建設局

450,: ~i 岩手県

300, 大阪府

98, 7001 ／／ 

113,000静岡県

50, ooo：尼崎市

200, ooo！丸善石油口

450, ooo：大阪時

105,000京都府

343, 0001中部地方建設局

121,800；大阪市交通局

200, ooo！京都府

100,000；近畿電気通信局

100,000大阪府

80,000¥ ：：三井鉱山KK

soo, oooi近畿地方建設局

役ヲミ」

ぷ』
-;rs; 

仮奈道路土質試験

工業用地下水揚水試験

転石流出傾斜計測定

昭和32年震

鮎喰JII地下水調査

由良JII水文調査

so, oool京都市 け
I If大阪水道路土質試験

170,000；近畿電気通信局日徳山製油所土質試験

124,783；関東地方建設局；；
! 昭和33年度

100,800；中央開発KK

059, 198＼か

165, oool金沢市

652, 4501福井県

100,000：京都府

259, 2001浅野物産は

130, 000＼か

230,000；金沢市

73 

220,440＇；関東地方建設局

;l, 310,000徳島県

100,000京都清

846,359.中央開発日

84,600 ーリング

321, 0001大波鉄道管運局

66, ooo：浅野物産自

155,430中央開発KK

344,970：近畿地方建設局

213,300，浅野物産KK

248, 0001京都市

156,560関東地方建設局

76,320：浅野物産は

120,800.日建設計工務日

45, ooo！尼崎市役所 i ：！川崎重工擁壁土庄試験： 84,700 

150, OOOi極探神宮 い神戸市裏山地費調査 2,070,000 

50, 

83, 

210, 

300, 

500, oooi大阪府

175, 217！関東地方建設局

90,000 日本住宅公由

150, 000！第三港湾建設局

70, ooo，近畿電気通信局

165,000浅野物産自

750, ooo: }31］時高原KK

内部応力の解：
300,000 

186,000 

5,000 

30,000 

3,600 

243,600 

600,000 

1,760,000 

50,000 



74 

岡山県水島地区堤防土
質調査

関高瀬JIi改良設計計画

由良JIj水文調査

浪速貨物線地質調査

大抜高速鉄道土質試験

大阪湾訪潮堤沈下対策
にともなう土質調査

阪名道路土質試験

瀬田JII新洗堰扉按動実
験

奈良電気鉄道地下水調
査

…西松建設KK ¥ 

320, ooo！京都府 ； 

100, 0001 グ

106, 7071浅野物産KK I 

57, 0601宝輿建設技術協：
I ;rs; 

269, 8331森JI！ボーリング
I KK 

730, 0001大阪府

60,000；浅野物産自

170, OOOi近畿地方建設局

40, 0001奈良電気鉄道日

考

明石海峡吊橋調査 JL肌叫神戸市

低落差発電所における； ； 
流下土砂防止調査 i 500,000；関西電力KK

由良JI!水文調査 ! 400, 0001京都府

安曇JI!改修河JI！鵠査 i 600,000；滋賀県

霊譲霊路高架橋下部構！ 則

問j開水槽による越波に： ； 
関する模型実験 13,000,000；大阪府

堺泊地の静穏化に関す i I 
る調査 I 500, ooo；八幡製鉄日

粟野JII分水路開高lj調査；1,000,0001山口県

1河内長野地下探査 I s1,ooo：河内長野市

；農地排水計画における； 500 oool名古屋農地事務
！特殊水理研究 I ’ j局

；六甲砂訪土壌調査 ！ ぉ0,000：近畿地方建設局

j錦鉄道橋添接ならびに：
：連結に関する研究 12,000, OOOj大阪鉄道管理局

！謹雑草要議下対策 i1，肌州大阪府

；中国四国連絡線地費謂； ； 
査 : 550,000；電源開発日

円山JI!支JI!堤防基礎地； ； 
盤土質調査 I 745, 0001近畿地方建設局

大阪湾高潮の数値計算； I 
に関する台風資料整理； 150, 0001第三港湾建設局

名古屋港潮流予備実験：1,o5o, oool第二港湾建設局

m吋綾部市

380, ooo！住友共同電力KK

76, 0001福井県

立野大橋下部構造調査！ 350,000：兵嘩県

波浪，潮汐実験平面水！ ： 
I 150, 0001農林省

槽設計 ； 

昭和35年度

大阪尼崎地盤沈下資料
編集 Jl,800, 

四日市，桑名， JII越地
毘：土費調査 12,000, 

昭和34年度

雨水による流出量の推
定に関する調査

伏見作業場地下水調査

奈良少年刑務所地下水
調査

阪急、南駅土質試験

安曇川河川調査

由良JII水文調査

200, 0001関西電力KK

20, ooo；；京都拘置所

500, ooo！第三港湾建設局

100, oool兵部県

900,000；大阪府

150,000:福井県

40, oool奈良少年刑務所

I J 11P時ボーリソグ192,000 u 
I KK 

850, ooo！滋賀県

肌叫京都府

244, 0001大阪営林局

肌同大阪府

140, ooo！関西電力目

阪
尼

大
’’市

湾
阪

港
大

一
一
一
’
市

第
府
崎

八幡製鉄IK 

尼崎市

電源開発問

滋賀県

伊勢湾港湾建設
部

名古震港潮流調査費

臨海工業地帯訪災対策
調査

安曇川中小河川測量試
験調査

2so, ooo［滋賀県

7乱。…神戸市

250, ooo［関西電力部

200,000：中国地方建設局

210, 000i中津村

260, 0001住友金嵩工業KK

340. ooo／近畿地方建設高

山 oo/ 11 

174. oooi 

日高JI!復！日調査指導

7J，中支持物の各部詳細

六甲砂防土壌調査費

淀川堤防漏水調査

木津川堤防漏水調査 // 



叩

札州第三港湾建設局；由比海岸堤訪謂査費

500, oool名古屋港管理組 ；新生駒！、ンネ／レ地質謂

500, 0001第三港湾建設局 1

650, 000＼中部地方建設局；

飢 oool近畿地方建設局

' ii 淀川堤防漏水調査

昭和37年度

地盤沈下編集 600,000；大阪市

JI I崎製鉄水島土質調査；1,200,oooj JI！崎製鉄花

パナジウムの安全性の；
研究 （机附太陽鉱工KK

泉北港波浪遮蔽実験 i3, ooo, 0001大阪時

名吉屋港潮流課査費 （日，4 0 

i2, 150,000：大抜府

ダム学鮪謂 1
500, 0001清水町

100, OOOi開拓建設挺量KK

450,000, 

450, ooo：；電源開発'.(K

30, ooo：：湯浅電池KK

！堺港土質考察

J充擬宝珠橋架替設計

加古川流量調査

：耳っき鋼管

75 

400,000＇；近畿地方建設局

000,0CO中部地方建設局

500,0CO近畿日本鉄道日

700,000第三港湾建設烏

1so, oooi住友金属工業服

部0,000！近畿地方建設局

500, 0001 が

100, ooo：関西電力KK

150,000滋賀県

420, 0001鹿島建設立

大阪府

鳥取県

鳥取県

近畿地建住

200,000；近畿地建

500,000 

300,000住友金属工業日

000, ooo: 
；堺港越波対策実験研究 j 400 000大阪府

：箱根地とり調査 i 100,000 

200,000；大阪府

300, ooo.住友共同電力KK

200, ooo；兵捧県

500,000大坂府

今津坂野海岸調査 I 1so, ooo！諮島県

貯水池の堆砂に関する i
基礎的研究 I 470, ooo！関西電力日

よび汐；
!A ooo, ooot 

六甲砂訪土壌調査費

j兵庫県下地とワ調査

j松之山地とり謁査

！紀ノ川，大滝ダム背紗
jおよび洪水調査

250,000神戸市

400,000近畿地建

750,00'.) 

600,000新潟県

500,000近畿地建

700,000.第三港湾謹設局

300,000大阪府

350,000.福井県土木部長



76 

宇陀川ダム背砂調査

拡JII町地とり調査

滝ノ坂地とり調査

兵津県下地とり調査

結模地とり調査

惣f~1地主二り調査

北摂山系地質調査

防災対策の調査

による

料

200, ooo！近畿地建

150,000）大栄基礎調査口

町内大抜府

500,000；大阪府－

100, OOOi 

2so, ooo！東海農政局

500, ooo：大阪府

700, 000！：明石市

川∞

200,000：日本工営KK 

200, ooo/ /, ／ 

200,000；八幡鋼管KK

700, ooo: 

500, 000／大阪府

600,000：大阪瓦斯KK

100，叫関西電力KK

肌∞

佐田町若洲地内若洲JII 
地とり調査

北海道江差地底地主こり
調査

取水ダム土砂堆積調査

L 600,000東京都

000,000新潟県

200,000鳥取県

100,000神奈川県

500,000！近畿地建

ooo, ooo！大阪府

310,000＼神戸市

187, 0001兵揮県

43,000：グ

i 431, 000＼グ

14，机。ω近畿地建

松之山地とり調査

多井畑，下畑地区のか
んがし、用溜池の水温水
質調査

神戸市神影地とり調査

か氷室 グ

兵庫県下地とり調査

亀ノ瀬地とり調査

箱根大湧谷地区電気探
査

鉄道用つり橋の振動に
関する基礎的研究

平塚沖海洋観測塔基礎
の弾性波探査

高知県下地とり調査

堺港総合地費調査

第 2新大阪ホテノレ動的
解析

大滝ダム計爵に関する
｛各種調査

；割谷水理試験

j兵庫県村問地域地とり

！調査

294, oool兵庫県

170,000；日本工営KK

sso. ooo＼関西電力日

120, oool京都府

244,0001兵庫県

100, 0001 El本工営KK

：日本鉄道建設公175,000i 
；聞大阪支社

200,000；八千代ェγジニ
；アリングKK

927, 320i：高知県

400,000：近畿地建

500, ooo：大阪府

200, 000［関西電力日

300,000；円堂建築設計

402, ooo！中国間間農政局

700,000；福井県

1so, oool神奈川県

抗的兵庫県

soo, ooo［間二県

soo, oool近畿地建

15ι州神戸市

j八千代ェγジニ
400,000：アリングKK

330, ooo：関西電力KK

soo, ooo！近畿地建

000, 000／大阪府

400, 000( 11 

soo, oooi竹中工務詰

300,000；近畿地建

削

198,000；兵庫県



肌 oool株式会社新日本
iコシサノレタ γ ト

130, 0001 

000, 0001；関東地建

000, 0001 

200,000；東描農政局長

700, 0001富山県

300, 0001関西電力KK

m，。。。；

飢 0ぱ関西電力KK

100, OOOj 

000, 000! 

600, 000! 

530,oool告本橋梁KK

500, 0001近畿地建

200, 0001中部地方建設局

130,000i 

150, ooo＼日本建設技術H

120,000；中関西国農政局

200, 0001関西電力日

900,000；清水建設は

070,000：近畿地方建設局

475, 0001 

600,0側近畿地方建設局

800, OOO！関西電力は

40,000；三重県

600,000: 

400,000；大阪府企業局

600, 0001新潟県

77 

// 

部

流

調

一

事

中

水

の

工

別

下

査

託

土
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調

て

委

富

区

水
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止

震

地

内

つ

訪

年

瀬

川

に

り

紛

の

科
託
、
江
和
馬

山

委

地

昭

部

査

防

込山o：大阪府

間，000,000！関東地建

400,000；関閤電力KK

200,00，吋近畿地建

430,000富山県

255,000；住友共同電力KK

100,000；巨木工営問

300,000 

川 ool大阪府

350,000；近畿地建

360, ooo' 

封団法人

// 

土壌調査について

流出土砂量の調査

住友共同電力目

65, 600[ 

980, OOOj 

出，oぱ神戸土木出張所

soo, oooi近畿地方建設局

400, ooo；関西電力KK

500, 0001近畿地方建設局

佐々式伸縮計について；：1,496, 0001 

110,860,000］東京都交通局

!1, 950, 0001滋賀県

400,000：神戸市

202, ooo! 

757,000；通産省

長良JII河口締切に伴う
塩分収支変化り推定

！地とり謂査

；河JIIの流出土砂に関す
；る研究

感潮河JII対策調査

関西電力日

住友電子工業日
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理事 問

理事 関

理事 同

理事京都大学事務局長

林 重完宝

石原藤次郎

棚橋 諒

本田弘人

財研法人防災研究協会業務規程

資 挙1・

第 5条庶務理事および会計理事の処理事項利宣倒

に罵するものは，当該理事が専決することができ

る．

ただし，

する必要があると認めるものについては，司王後報

告を行なうものとする

第 1条本会に専務理事，庶務理事および会計理事

をおく

2. 庶務理事およ

項については，当該理事が適宜処理することがで

きる，第 2条専務理事は，本会の事務を処理し，ならび

に庶務および会計の事務を総括し，および調整す

る．

第 3条庶務理事は，次の事務を処理する．

(1) 

(2) 諸規程の立案および改亮に関する事項．

(3) 法令による諸手続に関する事項．

第6条 この規：fiivこ定めるもののほか，事務の処理

、て定める

付ゆ fl!J 

この規程は，昭和40年4月 1日から施行する

(4) 公印の管守に関する事項． 第 1条 本協会に業務運営委員会〈以下 f委員会J

(5) 協会事業記録に関する事項． という。〉．をおく．

(6) 外部との連絡ならびに交渉に関する事項． 第 2条委員会は，本協会の事業の運営に｜芳し必要

(7）公文書類を譲受し，発送し，および整理保 な下記の事項を審議し，その円滑な運行を揺する

存に関する事境． ものとする

(8) 役員の推せんに関する事項． (1) 

(9) 研究員および職員の委嘱および職員の委嘱 (2) 調査および新究の受託の審査に関する

および任免に関する事項． 項．

(10) 給与に関する事項． 〈む その他事業の濯なに却して主要な事項．

(11〕職員の就業民規則ならびに執務に関する事 第 3条委員会は，

項． する．

(12) 職員の福祉厚生に関する事項． (1) 専務理事：，庶務理事および会計理事．

(13). 研究員および職員の出張に関する事項． (2) 理事のうち前号に定める理事を除いたもの

(14）調査および研究の受託の審査に関する事 のうち若干名，

項， (3) 研究員のうち若干名．

(15) その他庶務に関する事項． 2. 前項第2号および第3号の委員は，理事長が委

第4条会計理事は，次の事務を処理する． 嘱する．

(1) 協会の予算の諒；成および決算に関する事 3. 第 1項第2号および第3号の委員の任期は， 2

項． 年とする．ただし，捕欠の委員の任期は，前任者

(2) 調査および研究の契約に関する事項．

(3) 会計の監？をに関する事項．

(4) 資産の運営および保管に関する事項．

(5) 収入および支払に関する事項．

(6) 諮給与の支給に関する事項．

(7) 所得税等のfJJo反に関する事項．

(8) 社会保険の諸手続に関する事項．

(9) 協会の物品の管理に関する事項．

(10) 会計の公印の管守に関する事項，

(11) その他会計に関する事項．

の残存期間とする．

4. 委員は，：再径されることができる

第4条委員会に委員長をおく．

2骨 委員長は，専務現事である委員がなる，

3. 委員長は，委員会を招集し，議長となる

4. 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長

が指名した委員が議長となる

第 5条委員会は，委員の 3分の 2以上が出席しな

ければ開会することができない．

2. 委員会の議事は，出荷委員の 3分の 2以上の多
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数で決する．

第6条委員会は，必要と認めたとき立，委員以外

の Ulfli~を求めて意見を開くことができる．

第7条委員会には，必要に誌じて，小委員会をお

くことができる．

2. 小委員会は，委員会で指名された委員で、組織す

る．

3. 小委員会に主主主をおく．

4. 主主は，小委員会の委員の互選できめる．

5. 第4条第3項および第4項，第5条ならびに第

6条の規定は，小委員の運営について準吊する．

第8条この捜F誌に定めるほか，委員会り議事の運

営について必要な事項は，委員会が定める．

討立IJ

の競手市土，昭和40年4月 1日から擁？？ずる e

第1条 ）之さの坊！とならびに軽減に関誌ある学理的

問題の研究または，調査（以下ア研究等j とい

2. 1Ju項ただし醤により返還すべき金額は，第4条

に準じて定める．

第8条下記の各号に掲げる場合においては，委託

者の受ける損害に対し本会は，その支を負わな

し、．

(1）天災，その他不可抗力によるやむを得ない事

自によって，受託事項が遂行できない場合．

(2）委託を受けた物品の試験，検定等の間に本会

の去に掃せない事由によって 生じた場
よ』

(3）委託者が，その支務を完全に履行しないもの

と本会が認めたときに執った処理に装づく場
Z』

に1.

第百条 委託事項がま冬了したとは，その経過ならび

に結果を委託者に通知する．ただし，受託実認中

において，委託者の希望によって中間罷告をする

ことヵ：で、きる．

第10条受託事項に関する成果を公表する

本会がこれを行なノ e

うo）.の委；ra1，この規程の定めによる‘ 2. 蔀項の公表が委託者の矛IJ益を害するおそれが為

第2条研究等を委託しようとするものは， VIJ紙掠 ると認められるときは， 2年以内，その公去を諮

式（1）による研究等委託顕を理事長に提出しな 予することができる．

ければならない． 第11条委託者は，本会が必要と認めたときは，訴

第3条本会において，前条に定める委託を承諾し 究等の在日D}J者を一定の期間中派遣することができ

たときは，その研究等について，担当者，期再お る．

び資額を定め， VIJ絞様式（2）による受託承諾 2. 1詰項に定める捺11））者の勤務に関しては，

書を研究等の委託者に交付するー 研究員または鞍負に準じて取っ扱うが，給料，

第4条誹究等の額は，委託事項の研究等に要する 当，旅費等は支弁しない．

物件費および人件担その｛患の経費を算定して定め 第12条受託事項で，本会の研究員が発明したと

る， における特許発拐等の取っ扱いに関しては，

第5条委託者は，第3条に定める受託り承諾を受 において7JIJに定めた規訟による e

けたときは，指定する期間内に第3条で、定めた料 第13条 この規ねに定めることの｛まか，

金をtllT約しなければならない．ただし，特加の事 実擁上必要なことはその都定本会が定める．

出があるときは，前項に定める料金の分約また 付 期

は， f表制を認めることができる． この規fjkv討喜和幼年4月1日から接行ずる．

2. 指定する期間内に前項に定める料金をお討すしな

いときは，当該受託は取り諮す．

第5条本会が，受託事：頃実施中，特に多額の費用

を要し，納f守された料金に不足を生じると認めた

ときは，改めて委託者と協議することができる

第7条一良給付した料金は，これを返還しない．

ただし，天災，その能やむを？号ない事告によって

受託事項が遂行できないときは，その全部または

一部を委託者に返還することがある．
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様式 1 

研究等委託願

昭和年月日

財団法人訪災研究協会

理事長奥田 東駿

表協会受託規程により下記のとおり調査，研究を

委託いたしたくお願いします．

1. 題 自

2. 自的および内容

3. 予算の範屈

住 所

法人名

氏名

記〈委託の内容〉

母

4. 器具，資材等提供の有無〈品名，数量，時期〉

5. 完成希望期限

6. 公表猶予期限

7. 発明特許のあった場合の処寵

8. その他の希望事項

様式 2 

研究等受託承諾書

i坊災研i窃第 号

昭和年月日

殿

京都市左京j玄吉田本町（京都大学内〉

財団法人防災研究協会

理事長奥田 来

月 日付 第 号より委託のありました

調査，研究については下記により受託を承諾いたし

ます．

言己

2. 研究担当者

3. 委託費額；￥
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